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　２月４日、「岡藩城下町雛祭り」のオープニングセレモニーが竹田創生館で行わ
れました。竹田保育所、竹田幼稚園、しらゆり幼稚園の園児たちも参加し、「うれ
しいひなまつり」を大合唱しました。
　終了後、園児たちは本町通りの会場に移動し、「花餅づくり」などを体験しました。

美
し
い
ひ
な
飾
り　

 　

た
の
し
い
ひ
な
祭
り

↑彩り鮮やかな花餅づくり

↑なりきり！お内裏様とお雛様 ↑真太呂人形を見つめる幼稚園児たち（竹田創生館）

岡藩城下町雛まつり　開催中
　城下町に春の訪れを告げる『第13回岡藩城下町
雛まつり』が２月４日から３月６日まで、竹田の
商店街を中心に各ギャラリーで開催中です。
竹灯籠に和紙の折雛を飾った「竹雛」をはじめ、手
づくりの雛人形や貴重な時代雛などが約50か所で
展示されており、観光客の目を楽しませています。
◇雛まつりの主なイベント
 ・『流し雛』　３月４日㈮　10時～　
 　（JR豊後竹田駅前稲葉川周辺）
 ・『ひいなあそび』　３月５日㈯　10時～ 13時
 　（旧ＮＴＴ駐車場）
問竹田市観光ツーリズム協会竹田支部☎63-2638

↑かわいい雛人形に思わず立ち寄る
　観光客

岡藩和紙人形雛
竹田では岡藩の時代から士族婦
人の内職としてはじまりました。

岡藩立雛
和紙や布、木を素材にした様々
な「立雛」が庶民の間で広まっ
たそうです。

竹　雛

岡藩竹人形雛
古くから竹の集散地だった竹田では竹が多
様な形態で暮しの中に使用されてきました。

（復元された「岡藩竹人形」、「岡藩和紙人形」、
「岡藩立雛」は御客屋敷に展示されています）

竹田雛めぐり
子どもの健やかな成長を祈りながら作られた雛人形。
今日はうれしい、竹田の雛祭り。
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過
疎
か
ら
の
脱
却

国勢調査の結果にも表れているように、竹田市ではさらに過疎が進行しています。
しかしながら、豊かな自然に囲まれた『竹田』には、日本人の原風景が残っており、
都会生活では決して体験できないことがたくさんあるのです。
過疎からの脱却をめざして、今月号では「農村回帰の推進」と「コミュニティの
再生」を考えます。
また、まちづくりの好事例として、「新潟県村上市『村上市民  地域活性化への挑戦』
に学ぶ」をご紹介します。

平
成
22
年
国
勢
調
査
・
竹
田
市
の
人
口
速
報

　

平
成
22
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
集
計
結

果
概
数
（
速
報
値
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
口　

２
万
４
４
２
０
人
・
世
帯
数　

９
５
９
４
世
帯

●
総
人
口
は
、
２
万
４
４
２
０
人

で
、
前
回
調
査(

平
成
17
年)

と
比

較
し
て
、
２
１
１
４
人
減
少
し
ま
し

た
。（
８・０
％
減
少
）

●
世
帯
数
は
、
９
５
９
４
世
帯
で
、

前
回
調
査
と
比
較
し
て
５
１
６
世
帯

減
少
し
ま
し
た
。（
５・１
％
減
少
）

　

昭
和
35
年
の
調
査
以
降
、
人
口

減
少
傾
向
は
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
区
別
集
計
で
も
す
べ
て
の
地
区
で

前
回
比
で
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
人
口
と
世
帯
数
の
速
報
値

の
公
表
の
た
め
今
後
詳
細
な
結
果
公

表
を
受
け
分
析
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

※写真はイメージです。

（注）お知らせした数値は速報のため、今後総務省が公表する
人口速報数値と一致しない場合があります。

国勢調査にあたりましては、各世帯や調査員・指導員のみなさ
んのご協力をいただき、誠にありがとうございました。

■竹田市の国勢調査人口・世帯数の推移

年　次 世帯数 人口 対前回増減率（％） 人口
密度世　帯 人　口

昭和25年 11,360 58,043 − − 123.4
昭和30年 11,673 60,028 2.8 3.4 127.6
昭和35年 12,131 56,889 3.9 △5.2 120.3
昭和40年 11,821 49,308 △2.6 △13.3 103.4
昭和45年 11,367 42,873 △3.8 △13.1 89.9
昭和50年 11,045 38,359 △2.8 △10.5 80.4
昭和55年 10,701 36,011 △3.1 △6.1 75.5
昭和60年 10,577 34,693 △1.2 △3.7 72.7
平成２年 10,363 32,398 △2.0 △6.6 67.9
平成７年 10,248 30,368 △1.1 △6.3 63.6
平成12年 10,225 28,689 △0.2 △5.5 60.0
平成17年 10,110 26,534 △1.1 △7.5 55.5
平成22年 9,594 24,420 △5.1 △8.0 51.1

■地区別人口比較　　　　　　　　　　　　　　　（人）
地 区 平成17年 平成22年 増減 増減率（％）
竹 田 2,890 2,631 △259 △9.0
岡 本 932 859 △73 △7.8
明 治 753 666 △87 △11.6
豊 岡 2,701 2,477 △224 △8.3
玉 来 2,645 2,539 △106 △4.0
松 本 1,334 1,269 △65 △4.9
入 田 693 603 △90 △13.0
嫗 岳 616 554 △62 △10.1
宮 砥 717 614 △103 △14.4
菅 生 805 759 △46 △5.7
宮 城 922 812 △110 △11.9
城 原 1,153 946 △207 △18.0

荻 2,334 2,127 △207 △8.9
柏 原 963 863 △100 △10.4
久 住 1,623 1,480 △143 △8.8
白 丹 1,027 959 △68 △6.6
都 野 1,891 1,882 △9 △0.5
長 湯 1,696 1,623 △73 △4.3
下 竹 田 839 757 △82 △9.8
合 計 26,534 24,420 △2,114 △8.0

今
後
の
公
表
予
定（
総
務
省
統
計
局
）

□
人
口
等
基
本
集
計
＝
23
年
10
月

（
年
齢
・
男
女
別
人
口
、
世
帯
の
種
類
、

住
居
の
状
態
、
外
国
人
、
高
齢
者
世

帯
に
関
す
る
結
果
な
ど
）

□
移
動
人
口
集
計
＝
24
年
１
月
（
人

口
の
転
出
入
状
況
な
ど
）

□
産
業
等
基
本
集
計
＝
24
年
４
月

（
産
業
別
の
就
業
者
数
な
ど
）

□
従
業
地
・
通
学
地
集
計
＝
24
年
６

月
（
流
入
人
口
や
昼
間
人
口
な
ど
）

□
職
業
等
基
本
集
計
＝
24
年
11
月

（
職
業
別
の
就
業
者
数
な
ど
）
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過
疎
の
現
状

　

平
成
22
年
国
勢
調
査
に
よ
る

竹
田
市
の
人
口
（
速
報
値
）
は
、

２
万
４
４
２
０
人
。
１
市
３
町
が
合

併
し
た
平
成
17
年
か
ら
の
５
年
間

で
２
１
１
４
人
が
減
少
し
て
い
ま
し

た
。平
成
12
年
か
ら
の
10
年
間
で
は
、

４
２
６
９
人
が
減
少
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
17
年
国
勢
調
査
結

果
で
は
、
65
歳
以
上
の
割
合
は
全
国

の
市
で
３
番
目
に
高
く
、
75
歳
以
上

の
割
合
は
２
番
目
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
の
高
齢
化
率

が
50
％
を
超
え
る
、
い
わ
ゆ
る
限
界

集
落
は
全
自
治
会
の
23
％
に
当
た
る

84
に
の
ぼ
り
ま
す
。
数
字
の
上
か
ら

も
過
疎
の
現
実
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
「
市
道
の
草
切

り
な
ど
自
治
会
の
共
同
作
業
や
地
域

の
伝
統
行
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
」

と
い
っ
た
身
近
な
問
題
と
し
て
過
疎

を
実
感
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

負
の
環
境
を
逆
手
に

　
過
疎
化
が
進
行
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

る
現
実
。
そ
れ
で
は
、
過
疎
の
現
実

と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

　
そ
の
打
開
策
と
し
て
竹
田
市
が
推

進
し
て
い
る
の
が
農
村
回
帰
の
取
組

み
で
す
。

　
市
内
で
増
加
す
る
空
き
家
や
荒
廃

す
る
田
畑
と
い
う
「
負
の
環
境
」
を

逆
手
に
と
っ
て
都
会
か
ら
竹
田
へ
の

移
住
を
促
し
、過
疎
化
を
食
い
止
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
も
実
現
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に

よ
る
移
住
実
績

　
こ
の
農
村
回
帰
の
取
組
み
を
支
え

て
い
る
の
が
平
成
17
年
か
ら
始
ま
っ

た
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
で
す
。
移

住
希
望
者
に
市
が
空
き
家
情
報
を
提

供
し
、
移
住
を
推
進
す
る
も
の
で
、

平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
67
人
が
竹
田
へ
の

移
住
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
空
き
家

バ
ン
ク
を
利
用
し
な
か
っ
た
方
を
含

め
る
と
優
に
１
０
０
人
以
上
は
移
住

し
て
い
る
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
延
べ
利

用
申
込
み
者
、
言
い
換
え
れ
ば
竹
田

市
へ
の
移
住
希
望
者
は
２
４
５
人
。

　
年
代
別
の
内
訳
は
、20
代（
10
％
）、

30
代
（
25
％
）、
40
代
（
20
％
）、
50

代
（
25
％
）、
60
代
以
上
（
20
％
）。

注
目
す
べ
き
は
、
20
代
～
40
代
の
若

い
世
代
、
子
育
て
世
代
が
過
半
数
を

占
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
全
国
的
な
傾
向
で
も
、
若
い
世
代

の
田
舎
暮
ら
し
志
向
は
、
確
実
に
強

ま
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
成
果

　
そ
れ
で
は
、
昨
年
６
月
に
竹
田
市

農
村
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ

れ
、
農
村
回
帰
の
取
組
み
が
本
格
化

し
た
本
年
度
の
成
果
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
移
住

者
は
こ
れ
ま
で
６
世
帯
９
人
。
ま
だ

移
住
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
住
居

が
決
ま
り
間
も
な
く
移
住
予
定
の
方

が
４
世
帯
８
人
。

　
さ
ら
に
、
久
住
地
域
で
の
新
規
就

農
が
ほ
ぼ
決
ま
り
、
住
居
を
探
し
て

い
る
方
が
２
人
、
企
業
の
農
業
参
入

に
伴
い
、
荻
地
域
に
移
住
を
予
定
し

て
い
る
方
が
１
人
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
の
移
住
者
と
今
後

移
住
予
定
者
の
中
に
は
20
代
が
７

人
、
30
代
が
３
人
含
ま
れ
て
お
り
、

若
い
世
代
の
田
舎
暮
ら
し
志
向
が
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

移
住
者
と
の
関
わ
り

　
以
上
の
よ
う
に
、
農
村
回
帰
の
取

組
み
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
て

は
い
ま
す
が
、
た
だ
単
に
人
口
が
増

え
れ
ば
い
い
、
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
移
住
者
が
地
域
と
ど
う
い
う
関
わ

り
を
持
ち
、
ど
う
い
う
役
割
を
担
っ

て
い
く
の
か
。
ま
た
我
々
も
、
ど
う

迎
え
入
れ
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
本

質
の
部
分
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
上
で
、
若
い
世
代
を
中
心
に

今
後
実
質
定
年
を
迎
え
る
団
塊
の
世

代
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と

は
、
過
疎
化
の
進
行
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
有
効
な
手
立
て
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
農
村
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
の
更
な
る
機
能
強
化
、
集
落

支
援
員
や
農
村
回
帰
サ
ポ
ー
タ
ー
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
育
て
世

代
向
け
住
宅
の
建
設
、
地
域
の
人
た

ち
が
一
体
と
な
っ
て
移
住
者
を
迎
え

入
れ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
新
た
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

↑都会で暮らす懐かしい友人や知人に「竹田」の
すばらしさを今、話してかけてみませんか。竹
田市定住支援サイト『農村回帰』（http://www.
city.taketa.oita.jp/nouson/）

農
村
回
帰
の
推
進

過
疎
化
を
防
ぐ
取
り
組
み

農村回帰支援センター

市
外
か
ら
の
若
者
移
住
定
住
を
誘
発
！
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過疎からの脱却

　
過
疎
の
進
む
な
か
で
、
明
る
い
将

来
の
展
望
を
切
り
開
こ
う
と
い
う
元

気
な
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
市
公
民
館
入
田
分
館
。
現

在
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
や
「
書
道
教

室
」、「
カ
ラ
オ
ケ
」、「
男
性
料
理
教

室
」
な
ど
、
公
民
館
活
動
は
活
発
に

行
わ
れ
て
お
り
、
古
び
た
分
館
施
設

か
ら
は
、
賑
や
か
な
声
が
い
つ
も
響

い
て
い
る
の
で
す
。

　
全
国
名
水
百
選
に
指
定
さ
れ
て
い

る
竹
田
湧
水
群
に
は
、
年
間
約
３
万

人
が
湧
水
を
汲
み
に
訪
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
地
区
活
性
化
事
業
推
進
協

議
会
（
伊
藤
洋
一
会
長
）
は
環
境
資

源
を
活
か
し
、〝
日
本
一
美
し
い
村

づ
く
り
〟
を
目
標
に
、
毎
年
桜
と
紅

葉
の
植
栽
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
一
昨
年
に
は
植
栽
１
万
本
を
達

成
。８
年
前
に
植
え
た
桜
の
若
木
は
、

ま
も
な
く
開
花
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
恵
ま
れ
た
湧
水
が
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
。
貴
重
な
文
化
財
な

ど
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
そ
の

価
値
を
再
認
識
し
、
こ
の
地
域
を
誇

り
に
思
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
伊
藤

会
長
。
来
年
度
、
地
域
勉
強
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
２
月
、多
く
の
人
に「
山

桜
」
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
樹

齢
４
０
０
年
以
上
と
い
わ
れ
る
神
宮

寺
「
山
桜
」
周
辺
の
伐
開
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
県
道
沿
い

か
ら
で
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
住
民
も
新
た
な
名
所
と
な

れ
ば
と
、
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

仕
掛
け
る
こ
と
は

分
館
の
役
割

　
歴
代
分
館
長
の
功
績
を
引
継
ぎ
な

が
ら
、
地
域
と
拠
点
（
入
田
分
館
）

を
つ
な
ぐ
様
々
な
〝
仕
掛
け
〟
を
企

画
す
る
白
井
幸
光
分
館
長
は
、
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
何
か
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
あ
る
が
…
と
い
う
地
域
の
声
は
多

い
。
み
ん
な
が
待
っ
て
い
る
か
ら
、

〝
時
〟
と
〝
場
〟
を
提
供
す
る
。
仕

掛
け
る
こ
と
は
公
民
館
の
役
割
。
そ

れ
が
活
性
化
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

い
い
な
と
思
う
」。

　
ま
さ
に
〝
地
域
の
絆
〟
は
、
こ
の

入
田
地
区
に
し
か
な
い
豊
か
な
自
然

に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。

こ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
へ
の

糸
口
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　
入
田
村
役
場
、
入
田
連
絡
所
、
農

協
支
所
…
。
こ
れ
ま
で
長
き
に
亘
り

〝
人
の
繋
が
り
〟
を
見
守
っ
て
き
た

現
在
の
入
田
分
館
も
老
朽
化
の
た
め

建
替
え
が
決
ま
り
、
平
成
23
年
度
内

に
『
新
館
』
が
完
成
し
ま
す
。

コミュニティの再生
豊かな自然が育んだ

地域の絆 入田分館

↑放課後に生きた英語をたのしく学ぶ、
子ども英会話サークル

↑みんなで楽しく学ぶ「パソコン教室」

↑桜、紅葉の植栽は10,000本達成

↑活気にあふれる「生きがいサロン」

↑名水マラソンでは、ランナーを地域を
あげて応援します↑美しい山桜は地域の宝

↑地域の情報を発信する入田分
館だより「いずみのひろば」
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近
代
化
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、

伝
統
的
な
町
屋
に
光
を
当
て
、
そ
の

価
値
を
見
い
出
し
、
活
性
化
に
導
い

た
「
町
お
こ
し
」
の
好
事
例
と
し
て
、

竹
田
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

新
潟
県
最
北
の
城
下
町
、
村
上
。

平
成
20
年
に
合
併
を
し
て
人
口
３
万

人
か
ら
７
万
人
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
町
は
こ
の
10
年
間
で
「
町
屋
」

の
城
下
町
と
し
て
一
躍
注
目
を
集
め

る
よ
う
に
な
り
、
全
国
か
ら
の
観
光

客
が
訪
れ
る
町
へ
と
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
認
定　
観
光
カ
リ
ス

マ
・
吉
川
真
嗣
さ
ん
は
、
大
規
模
な

近
代
化
計
画
が
、
代
々
続
い
た
自
ら

の
住
ま
い
に
押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
最
中
、
会
津
復
古
会
初
代

会
長
・
五い

十が

嵐ら
し

大だ
い

祐す
け

氏
の
言
葉
に
よ

り
町
屋
保
存
の
必
要
性
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
村
上
が
素
晴
ら
し
い
の
は
城
下

町
を
構
成
す
る
武
家
町
と
町
人
町
の

両
方
が
残
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
れ

は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。
こ
の
一
方

の
町
人
町
を
近
代
化
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
町
屋
が
壊
さ
れ
城
下
町
と
し

て
の
価
値
を
著
し
く
失
う
こ
と
に
な

る
」

　
こ
の
言
葉
を
確
か
め
る
た
め
、
吉

川
さ
ん
は
全
国
の
町
を
検
証
し
て
歩

い
た
末
、
近
代
化
に
よ
り
城
下
町
の

大
切
な
町
屋
が
壊
さ
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
商
店
街
ま
で
が
一
挙
に
衰
退

し
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
を
知
り
ま

し
た
。
そ
の
現
実
か
ら
町
屋
を
守
る

た
め
に
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の

で
す
。は
じ
め
の
一
歩
は
、近
代
化
を

反
対
す
る
の
で
な
く
、
伝
統
的
な
町

屋
に
光
を
あ
て
町
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
町
屋
の
価
値
を
全
市

民
に
示
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
吉
川
さ
ん
は
そ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
成
功
す
る
こ
と
は
、
町
屋
を
近
代

化
か
ら
守
る
力
に
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
し
た
。

■
市
民
自
ら
の
活
動
で
成
り
立
っ
て

　
い
る
「
村
上
の
主
な
取
り
組
み
」

◇
町
屋
の
人
形
さ
ま
巡
り　

　

城
下
町
村
上
、
そ
の
町
屋
に
は

代
々
受
け
継
が
れ
て
来
た
人
形
が
あ

り
ま
す
。
ど
の
人
形
も
家
の
思
い
出

と
願
い
が
込
め
ら
れ
た
大
切
な
町
屋

の
「
人
形
さ
ま
」。
こ
れ
は
、
そ
の

家
に
伝
わ
る
雛
人
形
は
じ
め
武
者
人

形
、土
人
形
、市
松
人
形
な
ど
、様
々

な
人
形
さ
ま
を
展
示
披
露
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
60
軒
も
の
町
屋
で
生

活
空
間
に
展
示
さ
れ
た
家
伝
の
人
形

さ
ま
を
無
料
で
見
学
し
て
も
ら
う
こ

の
取
り
組
み
は
、
話
題
が
話
題
を
呼

び
口
コ
ミ
で
も
急
激
に
広
ま
り
、
第

１
回
目
か
ら
３
万
人
も
の
集
客
に
成

功
し
、
１
億
円
の
経
済
効
果
が
あ
り

ま
し
た
。

◇
町
屋
の
屏
風
ま
つ
り

　
村
上
の
夏
祭
り
は「
お
し
ゃ
ぎ
り
」

と
い
う
山
車
を
曳
き
回
す
絢
爛
豪
華

な
お
祭
り
で
す
が
、
そ
の
昔
は
お
祭

り
の
室
礼
と
し
て
、
ど
の
家
も
屏
風

を
立
て
る
風
習
が
あ
り
、別
名「
屏
風

ま
つ
り
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
め
っ
き
り
屏
風
が

出
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
形

を
変
え
た
の
が
、
こ
の
「
町
屋
の
屏

風
ま
つ
り
」
で
、
蔵
の
中
で
眠
っ
て

い
た
屏
風
を
約
60
軒
の
そ
れ
ぞ
れ
の

町
屋
の
中
で
公
開
す
る
こ
と
に
し
た

と
い
う
も
の
。
町
屋
を
「
核
」
と
し

た
村
上
の
町
お
こ
し
が
確
固
と
し
た

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

◇
市
民
の
手
で
作
る
黒
塀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
町
屋
の
持
つ
価
値
を
は
っ
き
り
と

示
し
て
き
た
の
に
屏
風
ま
つ
り
の
あ

と
、
行
政
に
よ
っ
て
町
屋
が
４
～
５

軒
一
挙
に
壊
さ
れ
た
の
で
し
た
。「
行

政
が
町
を
壊
す
な
ら
、
我
々
市
民
が

町
を
作
っ
て
見
せ
る
」
と
一
大
決
心
。

町
お
こ
し
か
ら
景
観
づ
く
り
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。

　
村
上
旧
町
人
町
に
あ
る
安
善
小
路

と
そ
の
周
辺
に
は
、
城
下
町
の
歴
史

的
建
造
物
が
多
く
集
中
。
こ
の
小
路

を
市
民
の
手
で
城
下
町
ら
し
い
昔
な

が
ら
の
黒
板
塀
の
景
観
に
戻
そ
う
と

い
う
思
い
か
ら
、
市
民
自
ら
平
成
14

年
早
春
「
黒
塀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

開
始
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
城
下
町
の

風
情
あ
る
小
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
昔

な
が
ら
の
黒
塀
に
変
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
壊
さ
ず
、

そ
の
上
に
木
の
板
を
打
ち
つ
け
黒
く

新
潟
県
村
上
市
『
村
上
市
民 

地
域
活
性
化
へ
の
挑
戦
』
に
学
ぶ

城
下
町
村
上　

行
政
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り

〔好事例〕

↑町屋の屏風まつり
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塗
る
こ
と
で
、
表
向
き
黒
塀
に
変
え

る
も
の
で
「
黒
塀
一
枚
１
０
０
０
円

運
動
」
と
銘
打
っ
て
展
開
し
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
手
づ
く
り

で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。　
　

　

と
こ
ろ
が
平
成
17
年
６
月
11
日
、

文
化
財
の
割
烹
新
多
久
に
て
火
災
発

生
。
も
は
や
黒
塀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

終
わ
り
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
メ

ン
バ
ー
の
口
か
ら
出
た
言
葉
は
、「
あ

き
ら
め
ず
に
や
り
続
け
よ
う
」。
そ

こ
か
ら
一
丸
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
、

翌
月
、
驚
く
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。

黒
塀
の
口
座
に
な
ん
と
６
２
０
万
円

が
振
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ

の
後
ま
さ
に
奇
跡
的
な
復
興
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
や
が
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
広
が
り

を
み
せ
、
周
辺
住
人
の
自
発
的
な
協

力
に
よ
り
こ
の
地
域
全
体
が
そ
の
魅

力
を
増
し
て
い
く
の
で
し
た
。

◇
町
屋
の
外
観
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
町
の
明
日
を
考
え
、
一
大
決
心
を

し
て
立
ち
上
げ
た
町
の
景
観
づ
く
り
。

村
上
の
町
屋
の
外
観
は
魅
力
に
か
け

る
が
、
内
部
は
非
常
に
素
晴
ら
し

い
。
市
民
の
有
志
で
「
町
屋
の
外
観

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
16
年

に
始
動
し
ま
し
た
が
、
そ
の
計
画
と

は
、
年
会
費
で
１
年
に
１
千
万
円
の

基
金
を
集
め
10
年
で
１
億
円
の
基

金
を
作
り
、
そ
の
基
金
で
外
観
を
再

生
す
る
場
合
に
補
助
金
を
出
す
と
い

う
も
の
で
す
。
民
間
ベ
ー
ス
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
全
国
初
の
取
り

組
み
。
現
代
風
に
な
っ
て
い
る
ア
ル

ミ
や
サ
ッ
シ
、
ト
タ
ン
に
ア
ー
ケ
ー

ド
の
外
観
を
昔
な
が
ら
の
格
子
や
木

枠
の
硝
子
戸
に
変
え
、
町
屋
の
外
観

を
整
え
れ
ば
、
村
上
の
町
は
内
外
と

も
に
充
実
し
、
そ
の
魅
力
は
格
段
に

高
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
町
屋
の
人
形
さ
ま
巡
り
」
と
「
町

屋
の
屏
風
ま
つ
り
」
と
い
う
二
大
催

し
を
中
心
と
し
て
、
村
上
の
知
名
度

は
全
国
的
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。
こ
の
期
間
は
非
常
に
賑
わ
い
、

経
済
効
果
た
る
や
現
在
で
は
５
億
円

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
１

回
の
開
催
費
用
は
わ
ず
か
35
万
円
。

行
政
に
頼
ら
ず
全
て
市
民
で
や
っ
た

こ
と
に
、
こ
の
催
し
の
素
晴
ら
し
さ

が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
今
回
「
新
潟
県
村
上
の
ま
ち
お
こ

し
」
の
例
は
、
私
た
ち
竹
田
市
民
が

こ
の
ま
ち
の
良
さ
を
知
り
た
い
と
い

う
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
ご
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
吉
川
真
嗣
さ
ん
は
５
月
に

竹
田
市
に
お
越
し
に
な
り
、
講
演

を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
そ
の
吉
川
さ
ん
か
ら
、

竹
田
市
民
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
う
ち
の
ま
ち
は
行
政
も
会
議
所

も
何
も
し
て
く
れ
な
い
か
ら
駄
目
な

ん
だ
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
に

頼
ら
ず
と
も
で
き
る
こ
と
は
山
ほ
ど

あ
る
の
で
す
。
竹
田
の
皆
さ
ん
、
子

供
や
孫
に
誇
れ
る
町
を
残
す
た
め
、

市
民
自
ら
が
行
動
し
、
竹
田
を
更
に

素
晴
ら
し
い
町
に
し
て
い
っ
て
下
さ

い
。』（
吉
川
真
嗣
）

　
新
潟
県
村
上
の
ま
ち
お
こ
し
の
立
役
者
、
吉
川
真
嗣
さ
ん
が
『
国
際
文
化
研

修
』
に
寄
稿
さ
れ
た
「
眠
れ
る
資
源
を
掘
り
起
こ
せ
！
城
下
町
村
上
、
市
民
ま

ち
づ
く
り
の
挑
戦
」
の
中
か
ら
、
町
お
こ
し
の
秘
訣
と
な
る
【
珠
玉
の
言
葉
】

を
抜
粋
し
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

・
短
期
間
に
お
い
て
成
功
を
あ
げ
る
ポ
イ
ン
ト
は
「
ご
く
ご
く
少
人
数
で
人
が

感
動
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
を
打
ち
立
て
る
。
大
勢
集
め
て
協
議
は
し
な
い
。

や
り
た
く
な
い
人
は
参
加
し
て
も
ら
わ
ず
、
賛
同
す
る
人
だ
け
集
め
て
実
行
す

る
」
と
い
う
や
り
方
に
あ
っ
た
。　
　

 ―
―

―

　

『
ま
ち
づ
く
り
の
裏
技
』
よ
り

・
「
で
き
る
範
囲
で
頑
張
ろ
う
」
と
は
あ
た
か
も
無
理
が
な
く
良
い
事
の
よ
う

な
響
き
が
あ
る
が
、
実
際
は
心
に
逃
げ
と
甘
え
が
生
ま
れ
、
持
っ
て
い
る
力
の

半
分
も
出
さ
な
い
で
終
わ
る
。
た
と
え
初
め
て
行
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
あ
る

一
定
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
必
ず
成
功
さ
せ
る
、
と
言
う
気
持
ち
こ
そ
肝
心
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ―
―

―
　

『
物
事
達
成
の
心
構
え
』
よ
り

・
市
民
は
行
政
が
お
金
を
出
す
の
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
逆
に

行
政
も
お
金
を
出
し
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
す
る
上
で
市
民
は
、
「
行
政
が
何
も
支
援
し
て
く
れ
な
い
か
ら
で

き
な
い
の
だ
」
と
嘆
く
の
で
は
な
く
、
自
力
で
動
き
成
果
を
示
す
く
ら
い
の
気

構
え
が
必
要
だ
。
そ
し
て
行
政
は
頑
張
り
だ
し
た
市
民
の
活
動
を
見
極
め
た
上

で
、
そ
れ
を
何
か
の
形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
う
。　
　
　
　
　

 ―
―

―

　

『
行
政
や
関
係
機
関
と
の
関
係
』
よ
り

・
本
当
に
い
い
ま
ち
を
作
る
に
は
、
市
民
自
ら
考
え
意
見
を
だ
す
こ
と
は
勿

論
、
汗
を
か
き
、
お
金
を
出
し
て
で
も
や
る
ん
だ
と
い
う
心
意
気
こ
そ
が
必
要

な
の
だ
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　

 　

―
―

―

　

『
ま
ち
づ
く
り
に
思
う
』
よ
り

町
お
こ
し
の
秘
訣

吉き

っ

川か

わ  

真し

ん

嗣じ

国
土
交
通
省
認
定　

観
光
カ
リ
ス
マ

（
味み

し
ょ
う匠　

㐂き

っ
川か

わ　

専
務
取
締
役
）

昭和39年新潟県村上市生まれ、昭和
63年早稲田大学商学部卒。
商社勤務を経て、平成２年「㐂

き

っ川
かわ

」
（家業で村上伝統の鮭製品製造販売

業）に入社。
平成10年村上町屋商人会を結成、町
屋を活かした町おこしを開始。平成
14年チーム黒塀プロジェクトを結
成、景観づくりを開始。平成16年
むらかみ町屋再生プロジェクトを結
成、町屋の外観再生を開始。平成16
年国土交通省より観光カリスマに認
定、内閣府より地域活性化伝道師に
任命される。平成19年地方自治法施
行60周年記念総務大臣表彰（個人表
彰）を受ける。
手掛けた活動は平成16年地域づくり
総務大臣表彰、平成18年ＪＴＢ交流
文化賞優秀賞、平成19年国土交通省

「手づくり郷土賞」、平成20年同省都
市景観大賞「美しいまちなみ大賞」な
ど受賞。http://www.k-shinji.info/

↑黒塀づくりに取り組む村上市民の
みなさん

←黒塀プロジェクトのポスター

↑町屋の外観再生で、魅力的な町並みに

過疎からの脱却
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平
成
22
年
度
竹
田
市
椎
茸
種
駒
購
入
費
助
成
事
業
申
請

椎
茸
生
産
農
家
を
支
援
し
ま
す

１
．
補
助
対
象
要
件

　
竹
田
市
内
の
方
で
、
本
年
度
に
お

い
て
、
種
駒
販
売
業
者
か
ら
購
入
し

た
椎
茸
種
駒
を
２
万
個
以
上
植
菌

す
る
生
産
者
で
、
平
成
23
年
３
月
末

日
ま
で
に
植
菌
が
完
了
す
る
者
。

２
．
補
助
金
の
額

　
生
産
者
１
戸
当
た
り
、
植
菌
数
量

が
２
万
個
を
超
え
た
駒
数
に
０・５

円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
助
成
。（
但

し
１
０
０
０
駒
単
位
）

　

例
：
４
万
５
０
０
０
駒
植
菌

の
場
合
（
４
万
５
０
０
０
駒 

ー 

２
万
０
０
０
０
駒
）
×
０・５
円
＝

１
万
２
５
０
０
円

３
．
補
助
金
交
付
申
請
に
つ
い
て

・
椎
茸
種
駒
販
売
証
明
書
は
「
市
役

所
農
政
課
」、「
荻
・
久
住
・
直
入
支

所
産
業
建
設
課
」、「
大
分
県
椎
茸
農

協
竹
田
支
部
」
に
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
竹
田
直
入
森
林
組
合
、

Ｊ
Ａ
直
入
支
店
に
も
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

・
椎
茸
種
駒
販
売
証
明
書
は
、
平
成

23
年
４
月
10
日
ま
で
に
提
出
（
期
限

厳
守
）
し
て
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
農
政
課

　

☎
６
３
ー
４
８
０
５

　
現
在
、
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
と
中
央
公
民
館
の
統
合
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
本
庁
内

の
生
涯
学
習
課
を
竹
田
市
文
化
会
館

へ
移
動
し
、
生
涯
学
習
事
業
・
公
民

館
事
業
・
体
育
事
業
・
文
化
会
館
事

業
等
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
生
涯
学
習
事
業
と
公
民
館

事
業
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
民
館
活
動
再
生
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
総
務
課
は
、

４
月
か
ら
「
教
育
総
務
課
」
に
名
称

変
更
と
な
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　

☎
６
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

４
月
か
ら
、
行
政
組
織
が
一
部
変
更
へ
（
予
定
）

↑生涯学習課が文化会館内に移動になり、
　ますます便利に！

〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
15
〉

東
京
大
学
景
観
研
究
室 

学
士
課
程
４
年

永
井
友
梨

　

竹
田
を
対
象
に
書
か
せ
て
頂
い
た

卒
業
論
文
の
提
出
を
昨
日
終
え
て
、

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
論
文

の
謝
辞
の
１
ペ
ー
ジ
は
、竹
田
の
方
々

へ
の
感
謝
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
け
れ

ど
一
番
お
礼
の
言
葉
を
届
け
た
い
皆

様
に
は
、
論
文
よ
り
こ
ち
ら
の
方
が

読
ん
で
頂
け
る
か
と
思
う
の
で
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

十
一
月
末
頃
に
竹
田
へ
調
査
に
伺

い
、
町
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
断
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
に
反
し
て
、
多

く
の
方
が
快
く
協
力
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
断
る
ど
こ
ろ
か
「
昔
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
下
さ
っ
た
り
、
ま
た
「
大
変

だ
け
ど
頑
張
っ
て
」
と
言
葉
を
か
け

て
下
さ
る
方
も
多
く
、
本
当
に
、
竹

田
の
皆
様
の
温
か
さ
が
な
け
れ
ば
で

き
な
い
研
究
だ
っ
た
と
痛
感
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
時
は
少
し
長
く
滞
在
し
た
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
三
回
目
に
も
な
る

と
顔
を
覚
え
て
下
さ
る
方
も
い
て
、

町
の
方
々
と
の
会
話
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
た
っ
た
一
年
前
に
は

失
礼
な
が
ら
全
く
知
ら
な
か
っ
た
竹

田
と
い
う
地
が
、
あ
る
種
故
郷
の
よ

う
な
、
ほ
っ
と
す
る
場
所
に
な
っ
て

い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
竹
田
の
魅
力
は
な
ん
だ
ろ
う

と
考
え
な
が
ら
、
お
話
を
伺
っ
た
こ

と
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
一
つ
一

つ
読
み
返
し
て
い
て
、
多
く
の
方
々

が
竹
田
へ
の
、
特
に
竹
田
の
「
人
」

へ
の
思
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。「
昔
か
ら
町
の
様
子

は
変
わ
っ
て
も
、
竹
田
人
の
気
質
は

変
わ
ら
な
い
」
だ
っ
た
り
、「
こ
の
町

で
色
々
な
人
と
出
会
え
て
よ
か
っ
た

と
思
う
」と
い
っ
た
言
葉
が
多
く
あ
っ

た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
暮
ら

し
て
い
る
方
が
、
同
じ
町
に
暮
ら
す

人
へ
の
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ

と
も
、
町
に
と
っ
て
一
つ
の
大
き
な

特
徴
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
、

論
文
を
書
き
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
十
分
応
え
ら
れ

て
い
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ひ

と
ま
ず
論
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
私
は
ま
だ
ま

だ
竹
田
に
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
お
世

話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「平成23年度水質検査計画」は３月１日から閲覧できます 
◇水質検査計画について
　 水道課では水道水の安全確認のため、毎年「水質検査計画」を作成
し、水道法に基づいた水質検査を毎月定期的に実施しています。
　この「水質検査計画」は法律により作成が義務付けられ、需要者へ
公表することとされています。
   これに伴い、水道課では「平成23年度　水質検査計画」を作成しま
したので、閲覧をご希望の方は、竹田市水道課、または各支所　簡
易水道担当課までお越しください。なお過去の検査結果についても
公表しています。（閲覧は、平成23年３月１日からとなります）
●お問い合せ　竹田市水道課　☎63-1046
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有識者会議

な
ぜ
？
最
初
に
売
却
あ
り
き
！

　
存
続
手
法
に
つ
い
て
、
有
識
者
の

専
門
的
観
点
か
ら
議
論
を
深
め
る
た

め
、
首
藤
市
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
す
る
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
数
の
来
場
者
が
詰
め

か
け
、国
民
宿
舎
直
入
荘
へ
の
関
心
の

高
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
直
入
地
域
審
議
会
の
秦

安
廣
会
長
と
直
入
荘
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
工
藤
藤
男
会
長
が
、
直
入
荘

の
今
後
に
関
す
る
市
長
の
諮
問
に
対

し
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
答
申
内
容
を

説
明
し
ま
し
た
。

　
直
入
荘
は
地
域
振
興
の
拠
点
で
あ

り
、
長
湯
温
泉
の
拠
点
で
あ
る
。
地

域
経
済
の
面
か
ら
も
必
要
で
、
旅
館

組
合
か
ら
も
競
合
す
る
中
で
の
相
乗

効
果
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
地
域
住

民
か
ら
も
存
続
の
要
望
が
高
く
、
現

時
点
で
も
黒
字
経
営
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
耐
震
工
事
等
の
設
備
投

資
を
行
っ
た
と
し
て
も
営
業
努
力
に

よ
り
、
そ
の
運
営
は
可
能
で
あ
る
。

行
革
と
い
う
名
で
「
売
却
あ
り
き
」

の
方
針
が
先
行
し
す
ぎ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
も
提
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
存
続
と
い
う「
民
意
」

に
対
し
、
専
門
家
か
ら
具
体
的
な
提

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
が
経
営
に
参
画
す
べ
き

　
議
論
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
㈱
Ｊ

Ｔ
Ｂ
常
務
取
締
役
の
清
水
愼
一
氏
。

　

立
教
大
学
教
授
も
務
め
る
同
氏

は
、
安
易
な
売
却
や
閉
鎖
の
方
針
を

否
定
さ
れ
ま
し
た
。
温
泉
の
本
質
に

帰
り
地
元
の
食
材
や
温
泉
以
外
の
魅

力
で
何
よ
り
「
お
客
様
を
楽
し
ま
せ

る
」
努
力
を
行
う
べ
き
。
そ
し
て
皆

が
当
事
者
と
し
て
、
例
え
ば
協
同
組

合
を
設
立
し
、
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
す
る
等
の
工
夫
が
必
要
。
長
湯

温
泉
に
一
番
あ
っ
て
い
る
の
は
「
湯

治
」。
昔
は
３
週
間
で
あ
っ
た
が
、

現
代
風
に
し
、
３
日
間
の
湯
治
の
旅

行
プ
ラ
ン
を
売
り
出
し
た
ら
東
日
本

で
一
番
売
れ
る
商
品
に
な
っ
た
等
の

温
泉
療
養
保
健
制
度
に
大
き
な
追
い

風
を
送
っ
て
く
れ
る
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。

経
営
者
の
目
線
で
考
え
る

　
〝
い
い
ち
こ
〟
で
有
名
な
㈱
三
和

酒
類
の
西
太
一
郎
名
誉
会
長
の
提
言

は
、
経
営
者
の
視
点
か
ら
の
も
の
で

し
た
。
商
品
開
発
す
る
上
で
必
要
な

の
は
、
独
創
性
、
購
入
後
の
お
買
い

得
感
、
内
容
が
本
物
か
、
親
し
み
を

感
じ
る
か
、
作
り
手
の
誠
意
、
こ
の

５
つ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
と
、
す

ぐ
に
結
果
を
求
め
ず
、
５
年
、
10
年

先
を
見
越
す
こ
と
。
そ
し
て
小
さ
な

こ
と
か
ら
で
き
る
こ
と
は
掃
除
。
周

囲
が
き
れ
い
だ
と
や
る
気
が
生
ま
れ

る
、
直
入
荘
の
窓
ガ
ラ
ス
が
ピ
カ
ピ

カ
で
あ
れ
ば
、
い
い
方
向
に
向
か
う

で
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

湯
布
院
に
は
な
い
魅
力
を
持
つ
竹
田

　
旅
館
経
営
者
の
立
場
と
湯
布
院
の

国
民
宿
舎
を
指
定
管
理
し
て
い
た
経

験
か
ら
お
話
い
た
だ
い
た
の
は
、
由

布
院
温
泉
観
光
協
会
の
桑
野
和
泉
会

長
で
す
。

　

竹
田
に
は
長
湯
温
泉
は
も
ち
ろ

ん
、
岡
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史

や
文
化
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
観

光
資
源
、
久
住
高
原
、
食
材
の
そ
ろ

う
荻
町
の
農
業
な
ど
、
湯
布
院
に
は

な
い
魅
力
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
そ

れ
を
活
か
さ
な
い
手
は
な
い
。
４
年

間
の
指
定
管
理
を
経
験
し
た
が
、
毎

日
が
数
字
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
長

湯
温
泉
に
入
っ
て
く
る
時
に
明
る
さ

を
感
じ
る
。
そ
の
直
入
荘
を
存
続
さ

せ
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
の
目
が
必

要
だ
と
思
う
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

勇
気
あ
る
挑
戦
を
続
け
る
覚
悟

　
日
本
経
済
が
混
迷
の
度
合
い
を
深

め
る
中
、
竹
田
市
に
お
い
て
も
未
来

を
見
極
め
、
一
致
団
結
し
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
有
識
者
会
議
を
契
機
と
し
て
、
存

続
に
向
け
た
具
体
的
手
法
を
検
討
す

る
「
勇
気
あ
る
挑
戦
」
を
す
べ
き
時

期
が
到
来
し
ま
し
た
。

有識者会議の様子。専門家の意見は大きな参考となりました

直入荘の将来に一筋の光が差し込んだようです

国
民
宿
舎
直
入
荘
の
存
続
手
法
を
問
う
有
識
者
会
議
開
催

　

竹
田
市
と
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
は
「
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
展
望
と
温
泉
療
養
」

を
テ
ー
マ
に
２
月
18
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
有
識
者
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

直
入
地
域
審
議
会
や
直
入
荘「
あ
り
方
」検
討
委
員
会
が
結
論
づ
け
た「
存
続
」の
答
申
に
対
し
、

そ
の
手
法
に
関
し
て
意
見
を
聞
い
た
公
開
討
論
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

炭
酸
泉
の
気
泡
を

  

温
泉
療
養
の
気
概
に
変
え
る
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生
か
そ
う
一
票

あ
な
た
の
大
分
県

私たち一人ひとりの声を県政に反映させるため、必ず投票しましょう

大分県知事選挙
大分県議会議員選挙

投 票 日　4月10日㈰
投票時間　午前７時～
　　　　　午後６時
選挙の告示日・投票資格

県知事選挙 県議会議員選挙

告示日 ３月24日㈭ ４月１日㈮

投　

票　

資　

格　

要　

件

年　齢 平成３年４月11日までに生まれた人

転入者
平成22年12月23日までに転
入の届け出をし、投票日ま
で引き続き居住している人

平成22年12月31日までに転入
の届け出をし、投票日まで引き
続き居住している人

転出者

投票日までに県外に転出した人は投票できません。
県内他市町村に転出した人で、下記の①～③の要件を全て満
たす人は竹田市で投票できます。
①竹田市の選挙人名簿に登載されている人で平成22年12月10

日以降に県内他市町村に転出した人
②転出先の市町村に投票日まで引き続き居住している人
③転出先の市町村の選挙人名簿に登載されていない人
※転出された人が投票する場合は「居住証明書（引き続き県内

の市町村に住所を有する旨の証明書）」を持参していただく
必要があります。

「居住証明書」は、市町村の住民票担当課で無料発行されます。

投
票
時
間
・
投
票
所
は

●
投
票
日
時
は
、
各
投
票
所
と
も
４

月
10
日
㈰
の
午
前
７
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
で
す
。

●
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

竹　

田　
竹
田
幼
稚
園

岡　

本　
岡
本
小
学
校
体
育
館

明　

治　
明
治
分
館

豊　

岡　
豊
岡
小
学
校
体
育
館

城　

原　
城
原
地
区
館

宮　

城　
宮
城
台
小
学
校
体
育
館

玉　

来　
玉
来
分
館
体
育
館

松　

本　
松
本
分
館

菅　

生　
菅
生
分
館

入　

田　
祖
峰
小
学
校
体
育
館

嫗　

岳　
嫗
岳
分
館

宮　

砥　
宮
砥
分
館
体
育
館

片
ヶ
瀬　
片
ヶ
瀬
集
会
所

荻　
　
　
荻
公
民
館

柏　

原　
柏
原
公
民
館

久　

住　
久
住
公
民
館

白　

丹　
白
丹
公
民
館

↑平成22年度明るい選挙ポスターコンクール最優秀賞・田北怜さん（久
住中学校３年）〔写真左〕、最優秀賞・田北明さん（久住小学校５年）〔写
真右〕の作品
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投
票
は
『
あ
な
た
の
責
任　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
』
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う

都　

野　
都
野
公
民
館

直　

入　
直
入
支
所
大
会
議
室

下
竹
田　
旧
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

投
票
の
順
序
・
方
法
は

◆
投
票
の
順
序
は

　
最
初
に
県
知
事
選
挙
の
投
票
を
行

い
、
次
に
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

を
行
い
ま
す
。

◆
投
票
の
方
法
は

　
県
知
事
選
挙
は
、
記
号
式
投
票
で

す
。

　
投
票
用
紙
に
す
べ
て
の
候
補
者
の

氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名
の
上
の

欄
に
○
印
を
一
つ
だ
け
押
し
て
く
だ

さ
い
。

　
○
印
は
投
票
記
載
台
に
備
え
付
け

の
押
印
ス
タ
ン
パ
ー
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

※
注
意　
期
日
前
投
票
や
不
在
者
投

票
等
は
、
記
名
式
投
票
と
な
り
ま

す
。
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
議
会
議
員
選
挙
は
、
記
名
式
投

票
で
す
。

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

き
ま
す
。

期
日
前
投
票
は

 

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が

あ
る
な
ど
一
定
の
事
由
に
よ
り
、
ど

う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
期
日
前
投
票
の
際
に
御
持
参
く

だ
さ
い
。

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
時
間

　
各
期
日
前
投
票
所
と
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
土

曜
日
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
は

　
重
度
の
身
体
障
が
い
者
等
で
、
郵

便
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人
に

限
っ
て
自
宅
に
お
い
て
投
票
用
紙
に

記
載
し
、
郵
便
で
送
付
で
き
る
制
度

で
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

人
は
、
事
前
に
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
投
票
用

紙
等
の
交
付
請
求
期
限
は
、
４
月
６

日
㈬
ま
で
で
す
。

手
続
き
等
の
詳
し
い
こ
と
は
早
め
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

施
設
で
の
不
在
者
投
票
は

　
県
指
定
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等

に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い
る
人
は
、

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
施
設
の
事
務
の
方
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。投

票
所
入
場
整
理
券
は

●
県
知
事
選
挙
・
県
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
所
入
場
整
理
券
は
３
月
24

日
㈭
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

●
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
投
票
所
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た

場
合
は
、
投
票
所
で
再
作
成
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か

　
っ
た
り
、
内
容
等
に
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票
は

　
４
月
10
日
㈰
午
後
８
時
か
ら
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

の
開
催  

　
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
竹
田
市
選

挙
区
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
は
、
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日　

時　
３
月
17
日
㈭
午
前
10
時

場　

所　
竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
会

議
室

出
席
者　
立
候
補
予
定
者
ご
と
２
名

以
内

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
【
平　
日
】 

☎
６
３―

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
６
０
）

　
【
時
間
外
】
☎
６
３―

４
８
１
４

▼
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

県
知
事
選
挙
及
び
県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
時
登
録
に
よ
る
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

選
挙
名

県
知
事
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙

縦
覧
日

３
月
24
日
㈭

４
月
１
日
㈮

縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場　
　

所

竹
田
市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
室

期日前投票ができる場所及び期間
　今回の選挙は、県知事選挙の告示日（３月24日）と県議
会議員選挙の告示日（４月１日）が異なるため、期日前投
票ができる期間が投票所により異なります。

期日前投票の場所 期日前投票ので
きる選挙

期日前投票の
できる期間

竹田市役所本庁 3 階会議室

県知事選挙のみで
きます（市内全て
の地域の方が投票
できます）

３月 25 日～
４月 1 日

竹田市役所本庁３階会議室
竹田市荻支所１階会議室
竹田市久住支所３階会議室
竹田市直入支所大会議室

県知事選挙と県
議会議員選挙の
両方できます（左
記 の 4 投 票 所 で
あ れ ば、 ど こ で
も投票できます）

４月 2 日～
４月９日

注意
　3月25日から4月1日までは、県知事選挙のみ期日前投票ができます。
 そのため、県知事選挙と県議会議員選挙を同時に投票される方は、4
月2日から4月9日の間に、投票をお願いします。
　期日前投票の県知事選挙は、記名式です（投票用紙に候補者氏名を書
きます）。

大分県知事選挙　大分県議会議員選挙
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記・

録・

に
残
る
町
か
ら

　
　

  

記・

憶・

に
残
る
町
へ

　
先
月
号
で
、
熊
本
水
前
寺
に
あ
る
後
藤
是
山
記
念
館
の
こ
と

に
触
れ
ま
し
た
が
、
何
と
久
住
地
区
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
で
も

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
同
時
に
久
住
の

旧
役
場
庁
舎
の
こ
と
が
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
合
併
３
年
前
、

13
億
８
千
万
円
も
の
巨
額
を
投
じ
て
新
築
さ
れ
た
役
場
庁
舎
で

し
た
が
、
合
併
し
て
５
年
。
議
場
は
椅
子
と
机
が
姿
を
消
し
、

そ
し
て
町
長
室
を
は
じ
め
と
す
る
豪
華
な
空
間
も
や
る
せ
な
い

状
況
に
変
貌
し
て
い
ま
す
。

　
狭
い
空
間
に
精
一
杯
文
化
を
集
積
し
、
先
人
の
貴
重
な
足
跡

を
誇
ら
し
く
演
出
し
て
い
た
後
藤
是
山
記
念
館
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
何
と
も
情
け
な
く
、
ま
た
私
た
ち
行
政
の
責
任
は
大
き
く
、

同
時
に
市
民
の
関
心
の
目
も
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
寂
し
さ
は
ぬ

ぐ
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
政
治
は
結
果
。
し
か
し
、

こ
の
現
状
に
責
任
を
取
ろ
う
と
し
な
い
の
か
」と
い
う
指
摘
に

真
摯
に
対
峙
す
る
勇
気
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自
責
の
念
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
か
っ
て
の
町
長

室
に
入
っ
た
私
は
、
埃
を
か
ぶ
っ
た
一
枚
の
額
に
く
ぎ
付
け
に

な
り
ま
し
た
。
額
に
納
め
ら
れ
て
い
た
色
紙
に
揮
毫
さ
れ
て
い

た
の
は
、『
全
き
を
人
に
求
め
ず
地
に
座
し
て　

遥
か
に
空
の

ま
ろ
き
を
ば
見
む
』。

　
そ
う
、
是
山
記
念
館
に
飾
ら
れ
て
い
た
あ
の
歌
な
の
で
あ
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
も
是
山
先
生
の
直
筆
で
あ
り
ま
し

た
。
寂
し
さ
を
越
え
て
、
犯
罪
現
場
に
い
る
よ
う
な
挫
折
感
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。

　
久
住
の
庁
舎
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
久
住
を
こ
よ
な
く
愛
し

た
一
水
会
会
員
、
白
壁
康
先
生
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
作
品

群
も
積
ま
れ
て
い
ま
す
が
、「
描
か
れ
て
い
る
の
は
戦
禍
に
巻

き
込
ま
れ
て
破
壊
さ
れ
る
前
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
す
か
ら
、

こ
の
上
な
く
貴
重
な
ん
で
す
。
誇
る
べ
き
竹
田
の
遺
産
で
す
か

ら
、
何
と
し
て
で
も
世
に
出
し
て
ほ
し
い
」と
話
す
の
は
早
川

和
先
生
。
早
川
先
生
は
昨
年
の
県
美
展
で
会
員
最
高
賞
に
輝
い

た
画
家
で
あ
り
ま
す
し
、
白
壁
先
生
か
ら
一
水
会
へ
と
導
か
れ

た
門
下
生
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
竹
田
市
の
自
治
会
連
合

会
会
長
と
い
う
立
場
か
ら
も
、
竹
田
市
の
も
つ
文
化・芸
術
の

底
力
を
町
づ
く
り
に
役
立
て
な
け
れ
ば
と
訴
え
続
け
て
い
る
の

で
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
。
冒
頭
触
れ
ま
し
た
久
住
地
区
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
は
志

賀
三
士
郎
会
長
ほ
か
自
治
会
長
会
の
音
頭
で
開
催
さ
れ
た
わ
け

で
す
が
、
こ
の
懇
談
会
を
通
じ
て
、
さ
ら
に「
大
船
山
に
廟
が

あ
る
岡
藩
第
３
代
藩
主
の
久
清
公
と
熊
沢
蕃
山
の
こ
と
に
も
光

を
当
て
て
ほ
し
い
」（
麻
生
丹
会
長
）な
ど
、
貴
重
な
提
言
も
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
熱
を
帯
び
た
懇
談
会
か
ら
貴
重
な
テ
ー
マ
が
生

ま
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、『
記
録
に
残
る
町
か
ら　
記
憶
に
残
る
町
へ
』で
あ

り
ま
す
。
記
録
は
過
去
の
羅
列
で
す
が
、
そ
こ
に
息
吹
を
吹
き

込
ん
で
感
動
を
呼
び
起
こ
す
。
感
動
す
る
こ
と
で
旅
人
の
記
憶

に
残
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
町
づ
く
り
こ
そ
が
、
い
ま
求
め
ら
れ

て
い
る
と
痛
感
し
た
の
で
し
た
。「
一
日
も
早
く
久
住
庁
舎
再

生
の
扉
を
、
行
政
と
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
開
い
て
欲
し
い
」

是
山
先
生
の
声
が
聴
こ
え
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが

『有由有縁』。人との出会いや物事との接点
が生まれるのは、偶然ではなく、それなり
の理由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友人高田力
蔵の案内で竹田市を訪れ、竹田高校で講演
した川端との縁は、まさに目には見えない
力だけれど、神の配剤としか思えない。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」
（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←久住支所に眠る白壁康画伯の
　『佛像の彫られたバーミアンの大岩壁』（80号）

市長コラム
〈第20回〉

「
豊
後
竹
田
会
」

念
願
の
発
足

　

関
西・東
海
地
区
に
在
住
す
る
新
竹

田
市
及
び
竹
田
高
校・竹
田
商
業
高
校

の
出
身
者
を
対
象
と
し
て
２
月
５
日
大

阪
市
で
約
80
人
の
参
加
者
に
よ
り「
豊

後
竹
田
会
」が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
合
併
以
前
よ
り
関
西
、
東

海
地
域
に
多
く
の
竹
田
市
出
身
者
が
在

住
し
て
お
り
、
旧
市
町
単
位
の「
竹
田

会
」を
１
市
３
町
合
併
に
伴
っ
て「
同
じ

ふ
る
さ
と
」を
合
言
葉
に
旧
市
町
単
位

の
代
表
者
が
発
起
人
と
な
り
、
念
願
で

あ
り
ま
し
た「
豊
後
竹
田
会
」を
設
立
し

た
も
の
で
す
。

　
設
立
総
会
に
は
、首
藤
竹
田
市
長
や
、

杉
岡
大
阪・神
戸
竹
田
事
務
所
長
が
来

賓
と
し
て
地
域
の
状
況
や
情
報
発
信
の

お
願
い
な
ど
挨
拶
、
ま
た
総
会
で
は
、

発
起
人
の
竹
田
商
業
高
校
代
表
で
あ
り

ま
す
上
原
辰
之
氏
が
初
代
会
長
と
し
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
竹

田
市
出
身
の
演
歌
歌
手
の
熱
演
や
同
じ

地
域
に
住
み
な
が
ら
、
初
対
面
な
ど
、

地
域
の
話
題
で
交
流
の
輪
が
広
が
り
、

盛
会
裏
の
中
に
賑
や
か
に
行
わ
れ
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
本
年
度
、
大
阪
市
で
開
催

さ
れ
ま
す「
地
域
学
講
座・岡
藩
由
学
館

竹
田
塾
in
大
阪
」に「
豊
後
竹
田
会
」の

協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
も
感
謝
し
ま
す
。
市
長
）

文
化
資
源
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
お
も
う
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今月のひと

生
徒
や
地
域
に
育
て
ら
れ
、

　

  

竹
田
は
僕
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た

『九州高文連　第10回九州高文連吹奏楽大会』に出場する
竹田高校器楽部顧問

引
ひ き

 田
た

　裕
ゆ う

 一
い ち

　
『
平
成
22
年
度
高
文
連
ブ
ラ
ス

カ
ー
ニ
バ
ル
』
が
１
月
８
日
、
大
分

県
立
芸
術
会
館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、竹
田
高
校
器
楽
部
は
金
賞（
九

州
推
薦
）
を
獲
得
し
、
３
月
19
・
20

日
に
行
わ
れ
る
『
九
州
高
文
連
吹
奏

楽
大
会
』（
福
岡
県
飯
塚
市
）
へ
の

出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
引
田
裕
一
先
生
自
身
、
中
高
校
時

代
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
で
活
躍
を
し
、

将
来
を
有
望
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
吹
奏
楽
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
大
学
に
進
学
す
る
も
、
学
業
に
専

念
す
る
こ
と
を
決
意
。
思
え
ば
人
生

の
転
機
の
ひ
と
つ
だ
と
振
り
返
り
ま

す
。

　
竹
田
高
校
器
楽
部
は
、
一
昔
前
ま

で
顧
問
の
教
師
が
指
揮
者
と
し
て
、

指
導
を
す
る
部
活
動
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
高
校
時
代
、
同
じ
境
遇

を
経
験
し
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
が

生
徒
の
役
に
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
と

引
き
受
け
た
そ
う
で
す
。

　

赴
任
し
て
６
年
目
。
平
成
20
年

度
高
文
連
ブ
ラ
ス
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、

金
賞
を
獲
得
し
全
国
大
会
出
場
と
い

う
史
上
初
の
快
挙
を
達
成
。
こ
れ
ま

で
の
器
楽
部
員
の
意
識
を
変
え
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
先
生
の
思
い
は
正
反
対
の

も
の
で
し
た
。

　
「
生
徒
や
地
域
に
育
て
ら
れ
、
竹

田
が
僕
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
ね
」

　
純
朴
で
、
素
直
で
、
真
摯
で
ひ
た

（大分県立竹田高等学校「世界史」教師・39歳）

国
民
健
康
保
険

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

健
康
世
帯
表
彰

　

竹
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
の
２
年
間
に
、
一
度
も
医
療
機

関
に
か
か
る
こ
と
が
な
く
、
し
か

も
、
保
険
税
を
納
期
内
に
完
納
し
、

か
つ
、
健
診
を
受
け
て
い
る
世
帯

を
健
康
優
良
世
帯
と
し
て
表
彰
し

ま
し
た
。
表
彰
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
松
井
和
子（
竹
田
）、阿
南
英
信（
荻
）、

　
菊
池
昭
治（
久
住
）、首
藤
克
己（
直
入
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
人
へ

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
70
～
74

歳
の
方
で
医
療
機
関
で
の
窓
口
負

担
が
１
割
の
人
は
、
２
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
平

成
24
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
医

療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
１
割
に

据
え
置
か
れ
ま
す
。（
３
割
負
担
の

方
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
２
割

（
23
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」

と
表
示
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
３

月
中
旬
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
保
険
課

　
国
保
・
高
齢
者
医
療
係　

　

☎
６
３
ー
１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
５
・１
３
６・１
３
７
）

向
き
な
態
度
。
続
け
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
生
徒
た
ち
は
す
で
に
知
っ

て
い
る
こ
と
に
、
気
が
つ
い
た
そ
う

で
す
。
竹
田
高
校
の
生
徒
は
素
晴
ら

し
い
。
竹
田
高
校
を
日
本
一
だ
と
思

う
。
日
本
一
の
演
奏
が
で
き
な
い
の

は
僕
の
責
任
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
を
追
求
し
始
め
た
の
が
３
年
目

を
過
ぎ
た
頃
。
信
頼
す
る
生
徒
た
ち

と
対
話
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

厳
し
い
練
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

な
り
、
著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
「
夢
」
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
「
生
徒
の
た
め
に
新
し
い
楽
器
が

欲
し
い
（
…
多
大
な
る
ご
支
援
待
っ

て
い
ま
す
）」

　
常
に
器
楽
部
の
こ
と
を
思
う
引
田

裕
一
先
生
。
竹
田
高
校
器
楽
部
が
日

本
一
の
演
奏
を
届
け
て
く
れ
る
日
は
、

そ
う
遠
く
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

↑「一番嬉しいのは望んだ音
がした時。これは、泣きま
すね。出ないときは、正直
に怒鳴りますけど（笑）」
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竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
21
年
度
分
の
活
動
実

績
が
６
段
階
評
価
の「
特
Ａ
」と
な
り
、

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が
主
催
す
る
全
国
市
長

会
議（
東
京
都・１
月
27
日
）で
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
数

や
事
業
実
施
状
況
、
Ｂ
＆
Ｇ
指
導
員

の
配
置
な
ど
を
点
数
化
し
た
結
果
50

点
満
点
中
40
点
以
上
を
獲
得
し
、
最

高
評
価
を
得
た
も
の
で
す
。（
評
価

は
、
特
Ａ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ
の
順
）

同
財
団
が
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
の

収
益
金
を
も
と
に
全
国
で
展
開
す
る

事
業
の
１
つ
と
し
て
平
成
４
年
に
竣

工
し
た
体
育
館（
直
入
公
民
館
横
）と

艇
庫（
長
湯
ダ
ム
）は
、
平
成
７
年
に

無
償
譲
渡
さ
れ
、
合
併
後
も
新
市
が

条
例
及
び
施
行
規
則
に
基
づ
き
、
管

理
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
市
内
外
の
中
学
校

を
対
象
と
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
を
問
わ
ず

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
間
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が

　
  

「
特
Ａ
」
の
評
価
を
獲
得

～
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
～

↑竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター↑中学生のバレーボール大会

　２月20日、大分県立芸術文化短期大学
は、ルネッサンスの巨匠と称された、ラファ
エロの37年という短い生涯を描いた創作劇

「RAFFAELO ーラファエロー」を竹田市文化会
館大ホールで上演しました。

芸短生が創作音楽劇を熱演

　また同時上映として、モーツァルトの歌劇
「コジ・ファン・トゥッテ～恋人たちの学校～」
を上演。オペラの歌詞は、字幕スーパーで現
代風に解説されました。カーテンコールでは、
会場からは惜しみない拍手が贈られました。

↑市内の子どもたちも特別出演

↑姉妹が「アルバニア人」に変装した婚約者と祝宴を
あげる一幕

　

１
月
31
日
、
竹
田
南
高
校（
土
崎

谷
夫
校
長
）の
生
徒
が
卒
業
式
を
前

に
、
学
生
生
活
を
過
ご
し
た
竹
田
の

町
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と「
卒
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
」を
行
い
ま
し
た
。

　
３
年
生
47
人
は
、
学
校
周
辺
の
田

町
や
向
町
の
ゴ
ミ
を
熱
心
に
拾
っ
て

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

南高生がボランティア清掃
　
２
月
６
日
、
豊
肥
地
区
解
放
文
化

祭
が
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
、
豊
後
大
野
市
内
の
小
中

高
校
生
約
１
４
０
人
が
参
加
。

　
『
人
権
』を
テ
ー
マ
に
、
学
習
発
表

や
演
劇
な
ど
を
披
露
し
、
と
も
に
差

別
の
な
い
地
域
を
め
ざ
す
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

安心して暮らせる地域へ
　
荻
町
中
心
部
と
国
道
57
号
線
を
結

ぶ
市
道
荻
菅
生
線
の
歩
道
が
ま
も
な

く
完
成
し
ま
す
。

　
平
成
13
年
度
か
ら
県
営
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
歩
道
工
事

に
着
手
し
て
、
２
月
17
日
尾
元
橋
に

歩
道
橋
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
学
生
の
安
全
確
保
と
地
域
住
民

の
利
便
性
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

３
月
末
の
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
ま

す
。（
写
真
は
大
型
ク
レ
ー
ン
に
よ

る
共
吊
り
工
法
）

市道荻菅生線に
歩道橋設置
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優
れ
た
短
歌
文
学
の
歌
集
の
作
者

に
贈
ら
れ
る
第
15
回
若
山
牧
水
賞

（
宮
崎
県・日
向
市・延
岡
市
等
主
催
）

に
竹
田
市
出
身
で
千
葉
市
在
住
の
歌

人・
川
野
里
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
２

月
９
日
～
10
日
に
宮
崎
県
で
授
賞
式

と
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
宮
崎
県
日
向
市
に
生

ま
れ
、
日
本
短
歌
史
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
国
民
的
歌
人・若
山
牧
水

の
顕
彰
と
短
歌
文
学
界
の
発
展
を
目

的
に
、
平
成
８
年
か
ら
毎
年
そ
の
年

に
発
行
さ
れ
た
歌
集
な
ど
の
中
か
ら

有
力
歌
人
の
選
考
に
よ
り
、
傑
出
し

た
功
績
を
挙
げ
た
作
家
に
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。
川
野
さ
ん
の
受
賞
作
品
第

四
歌
集「
王
者
の
道
」（
角
川
書
店
）

は
昨
年
８
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
野
さ
ん
は
、
歌
誌「
か
り
ん
」に

所
属
し
短
歌
や
短
歌
評
論
を
書
き
、

平
成
15
年
に
歌
集「
太
陽
の
壺
」で
河

野
愛
子
賞
、
昨
年
は
評
論
集「
幻
想

の
重
量・葛
原
妙
子
の
戦
後
短
歌
」で

第
６
回
葛
原
妙
子
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

　
「
短
歌
と
い
う
さ
さ
や
か
な
分
野

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
て
気
が
つ
け
ば
30
年
を
夢

中
で
言
葉
を
追
い
か
け
て
き
ま
し
た
。

何
か
を
書
こ
う
、
思
い
描
こ
う
と
す

る
と
き
、
い
つ
も
竹
田
の
空
気
や
気

配
の
よ
う
な
も
の
が
心
を
よ
ぎ
り
ま

す
。
竹
田
の
湛
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
の
奥
行
き
が
い
つ
も
私
を
支

え
て
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉

し
い
で
す
。
故
郷
、
竹
田
の
温
か
さ

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」と

受
賞
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
15
回
若
山
牧
水
賞
に

　
　
　

川
野
里
子
さ
ん
（
竹
田
市
出
身
）

　
「
認
知
症
の
症
状
を
ゆ
で
卵
に
例

え
る
と
黄
身
と
白
身
に
わ
け
ら
れ

ま
す
。
黄
身
は
記
憶
障
害
、
時
間

や
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る
見
当

識
障
害
、
理
解
力
や
判
断
力
の
低

下
な
ど
が
起
き
る
中
核
症
状
で
す
。

白
身
は
周
辺
症
状
と
い
い
、
徘
徊・

暴
力
や
失
認・失
行
、
妄
想
や
う
つ

状
態
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
こ

の
周
辺
症
状
は
本
人
に
過
度
に
ス

ト
レ
ス
を
与
え
る
不
適
切
な
環
境

や
対
応
に
よ
り
出
現
し
ま
す
。
高

齢
社
会
が
進
行
す
る
中
、
い
つ
誰

が
認
知
症
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
も
し
か
し
た
ら
私
が
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
予

防
も
大
切
で
す
が
、
白
身
の
周
辺

症
状
が
出
現
し
な
い
よ
う
に
正
し

い
理
解
と
対
応
を
学
ぶ
こ
と
が
重

要
で
す
。
さ
ら
に
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な

地
域
を
つ
く
る
こ
と
、
介
護
さ
れ

る
家
族
を
地
域
で
支
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も

心
は
ぼ
け
な
い
の
で
す
よ
」

　

先
生
の
体
験
を
交
え
て
、
や
さ

し
さ
あ
ふ
れ
る
講
演
で
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
よ
り
認
知
症
家
族
会「
笑
顔
の

会
」の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
家

族
会
は
お
お
む
ね
月
一
回
集
ま
り
、

学
習
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
悩
み
を
み

ん
な
で
話
し
合
う
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は「
同
じ
悩
み
を
持
つ

も
の
同
士
な
の
で
何
で
も
話
せ
る
、

心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
、

こ
の
集
ま
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

（
家
族
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

先
は
竹
田
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
６
４
ー
０
３
１
０
ま
で
）

認
知
症
予
防
講
演
会

認
知
症
の
理
解
と
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

～
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
地
域
に
む
け
て
～

　

２
月
18
日
、
直
入
公
民
館
を
会
場
に
認
知
症
予
防
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
け
る
認
知
症
の
現
状
報
告
の
あ
と
、
社
団
法
人
大

分
県
社
会
福
祉
士
会
理
事
の
明
石
二
郎
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑講演をする明石二郎先生

渡邉一義選手が
“ 竹田入り ”

　春季県体「第53回県内一周大分合同
駅伝大会」（２月21日～ 25日）が行わ
れました。
　２日目（22日）、渡邉一義選手（南部
農業共済組合・21歳）が力強い走りで
“竹田入り”を果たすと、「地元のみな
さんの応援のお陰で走り切ることがで
きました。ありがとうございました」
と話してくれました。

↑大声援を受けてゴールに駆け込む渡邉選手
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久
住
地
域
の

　

パ
ワ
ー
結
集
を

　
会
場
の
久
住
公
民
館
に
は
、
70
人

余
り
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま

し
た
。
首
藤
市
長
が
行
政
全
般
に
わ

た
る
説
明
を
行
っ
た
後
、
久
住
地
域

自
治
会
長
会
の
志
賀
三
士
郎
会
長
が

司
会
進
行
、
様
々
な
意
見
や
要
望
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
久
住
に
も
道
の
駅
が
ほ
し
い
、
青

年
団
の
復
活
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

活
性
化
、
税
金
滞
納
の
問
題
や
自
治

会
運
営
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

中
で
も
久
住
観
光
の
活
性
化
を
叫
ぶ

ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

に
、
こ
の
地
域
の
特
徴
が
見
て
と
れ

ま
し
た
。

　

畜
産
の
戦
略
拠
点
で
あ
り
な
が

ら
、
県
内
、
い
や
全
国
屈
指
の
観
光

資
源
を
有
す
る
高
原
の
再
生
に
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
期
待
を
寄
せ
て

い
る
実
態
を
推
進
力
に
変
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
の
Ｐ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
あ
え
て
パ
ワ
ー
と
紹
介
し
た
志

賀
会
長
の
言
葉
に
久
住
の
団
結
力
の

高
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
懇

談
会
で
し
た
。

市
民
の
意
見
を

反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
31
自
治
会
を
有
す
る
竹
田
地
区
自

治
会
長
会
。
こ
の
地
区
を
対
象
と
し

た
第
２
次
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
の
会
場
、

商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー
ル
に
は
、
各

自
治
会
役
員
を
中
心
と
し
た
30
名
あ

ま
り
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
事
前
に
い
た
だ
い
た
要
望
事
項
に

は
、
地
区
内
の
道
路
改
修
や
災
害
時

の
指
定
避
難
場
所
の
変
更
要
望
、
廣

瀬
武
夫
の
墓
地
の
危
険
箇
所
整
備
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
と

あ
わ
せ
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

の
根
幹
を
な
す
図
書
館
の
建
設
要
望

に
つ
い
て
、
首
藤
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
執
行
部
が
回
答
を
行
い
、
出
席

者
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
完
了
を
来
年
度
に
控
え
、
そ
の
プ

ラ
ン
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
図
書
館

建
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
声
を
聞

く
中
で
、
行
政
が
ト
ー
タ
ル
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
必
要
性
を
あ
ら
た

め
て
訴
え
ま
し
た
。

　
早
川
和
会
長
が
進
め
た
意
見
交
換

の
場
で
は
、
４
月
か
ら
運
行
を
開
始

す
る
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
バ
ス
の
詳
細
説

明
を
求
め
る
意
見
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
関
す
る
要
望
、
高
齢
者
や
一
人

暮
ら
し
世
帯
に
対
す
る
行
政
姿
勢

を
問
い
た
だ
す
場
面
も
あ
ら
わ
れ
、

「
あ
っ
た
か
対
話
行
政
」
を
標
榜
す

る
竹
田
市
に
大
き
な
指
針
を
授
け
て

く
れ
ま
し
た
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

T O P 懇談会2
「竹田」もしくは「トライ」の「Ｔ」、「オリジナル」もしくは
「オンリーワン」の「Ｏ」、プロジェクトの「Ｐ」

久住地域（1/27）・竹田地区（2/14）

→
活発な意見をいた
だ い た 竹 田 地 区
ＴＯＰ懇談会

　

２
月
２
日
、大
分
県
内（
大

分
市
）
で
も
発
生
が
確
認
さ

れ
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
伝
染
拡
大
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

採
卵
鶏
や
ブ
ロ
イ
ラ
ー
な

ど
を
約
40
農
場
で
80
万
羽
飼

養
し
て
い
る
竹
田
市
に
お
い

て
も
、
そ
の
発
生
は
死
活
問

題
で
す
。

　

当
市
は
、
発
生
を
防
ぐ
取

り
組
み
と
あ
わ
せ
最
悪
の
事

態
を
想
定
し
た
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
確
認
な
ど
大
分
県

と
連
携
し
た
活
動
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

愛
玩
鳥
を
買
っ
て
い
る
方

も
含
め
、
飼
養
農
家
や
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
感
染
防
止

や
被
害
拡
大
に
向
け
全
力
で

対
策
を
講
じ
て
い
る
現
在
の

状
況
を
理
解
の
う
え
、
冷
静

な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
農
政
課

 　

☎
６
３
ー
４
８
０
５

　

竹
田
市
農
政
課
畜
産
振
興
室

　

☎
７
６
ー
０
０
２
１

竹田市特定家畜伝染病総合対策本部設置

風評を恐れず
冷静な対応を！

鳥インフルエンザとは？
　偶蹄目に発生する口蹄疫と違い、
鳥インフルエンザは人にも感染する
危険性があります。飼っている鳥が
死んだ、複数の野鳥の死を見かけた
時などは、すぐに市役所や県の機関
に通報ください。

↑緊急対策が話し合われる総合対策本部（２月３日）
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の すすめ 「知産知消」とは、知人
が生産したものを、遠く
の知人を介して消費の輪
を広めていくことです。

知産知消
花水月発　竹田の観光関連情報

【新商品紹介】地産地加地消の商品づくり

（清流珍味シリーズ）　
エノハのわたうるか、鮎う
るか、川魚のやわらか姿煮
入田の名水で育ったエノハの希
少な「わたうるか」を始め、大
野川水系の鮎でつくった「うる
か」など全て生産者の丁寧な手
作業でできたもの。姿煮はまる
ごとほろりと柔らかく上品な味
付けで仕上げています。いずれ
も名水から生まれた贅沢な逸品。
お酒やご飯のお供、またアン
チョビの代わりにパスタと合わ
せてもおいしく召し上がれます。
■販売場所：竹田温泉花水月
　道の駅竹田　道の駅すごう
　その他

農 村 商 社 わ か ば

春の山菜    にょき にょき

顔を出しはじめたよ！
　この時期はどうしても
野菜の出荷量が落ち込み
ますが、それを補うかのよ
うに、山菜が店内に顔をの
ぞかせるようになりまし
た。写真の「ふきのとう」を
はじめ、これから旬の「た
らの芽」やセリなど、春の
訪れをしっかりと告げて
くれる新鮮な食材が、皆さ
んをお待ちしています。

生産者！あなたが主役

これからも熟年パワー
発揮します！

岡城物産（後藤二郎）

食育ツーリズムコーナー

まちなかに新たな拠点が誕生します
　食育ツーリズムコーナーでもお伝えしているとおり、実
現事業の終了に伴い「エリアラボたけた」が3月末で閉店し
ます。農村商社わかばは、これを好機と捉え、その施設を
活用し、4月からまちなかの基幹店をオープンすることに
なりました。
　現在、名称をはじめ、経済活性化（パッケージ）事業など
で開発が進められた農産加工品の販売や観光案内の機能の
充実など、まちなかの賑わい創出に効果を与えるような事
業内容について検討を重ねています。
　新たな拠点を得て、城下町再生にも一石を投じる作業が
加わりました。

　妻を含めた４人で加工所
「夢ボタル」を運営、その販
売担当として、市内を飛び
回っています。道の駅だけで
なく、市役所職員などのお得
意さんにも米粉パンとかしわ
飯の販売を行っています。お
客さんの笑顔が、何より私の
元気の源です。

佐藤　精治さん
（荻町南河内・62歳）

竹田こだわり物産市 たけた食育ツーリズム
大感謝祭2011

開催主旨
　平成23年１月24日に設立された「たけた食ネット
ワーク」は、平成19年度から取り組んできた地域雇用
創造推進事業及び実現事業に関わってきた創業者を
中心に結成されました。販路開拓や各種研修、新商
品開発など創業者の連携による「竹田ブランド」の確
立を図り、それぞれの所得の向上や組織の発展を目
指しています。
　「エリアラボたけた」は、チャレンジショップとし
て創業を目指す市民や商品のショールーム、事業紹
介や研修の場として多くの市民に利用されてきまし
たが、本年3月、実現事業の終了に伴い閉店します。
4月以降はこれまでの成果をもとに、新たな特産品販
売拠点施設として検討されていますが、事業の節目
として「たけた食ネットワーク」が主催し、竹田こだ
わり物産市を開催します。また、共催として「旬旅」
コーナーや協議会の事業紹介コーナーを設置します。
　皆様にご披露申し上げ、引き続きのご支援ご協力
を賜りたいと願っております。

日時　3月19日㈯～ 21日㈷
場所　エリアラボたけた
　　　（大分銀行前）
○商品紹介・販売コーナー（たけた

食ネットワークの商品30品）
○旬旅コーナー（竹田ならではの

旅の紹介コーナー）
○事業紹介コーナー（パッケージ

事業や実現事業等の進捗報告）

食育ツーリズム　竹田市経済活性化促進協議会　●お問い合せ　竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122
ホームページ http://taketa-syokuiku.org/
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？
か
の
な
メ
ダ
に
当
本
は
」
た
け
た
報
広
「

成
平
「、
日
３
月
２

　

22

た
報
広
「
報
市
の
田
竹
も
年
今
、
は
に
か
な
の
者
彰
表
の
そ
、
し
か
し
。
た
し
ま
れ
わ

。
す
ま
え
考
を
方
り
あ
の
」
紙
報
広
「
は
回
今
。
た
し
で
ん
せ
ま
り
あ
は
前
名
の
」
た
け

ク
パ
ン
イ
、
い
ら
づ
り
か
わ
、
い
ら
づ
見
■

」
た
け
た
報
広
「
い
な
が
ト

を
」
め
た
る
す
資
に
上
向
的
質
の
動
活
報
広

と
体
媒
報
広
の
年
の
そ
、
度
一
に
年
に
旨
趣

の
」
画
企
報
広
「、
」
像
映
「、
」
真
写
「、
」
ト

１
選
特
。
す
ま
い
て
れ
さ
集
募
て
に
門
部
各

る
て
立
き
か
を
心
上
向
の
者
当
担
報
広
、
で

。
…
選
落
も
年
今
は
果
結
、
が
た
し
ま
し
募

評
講
た
い
だ
た
い
ら
か
方
生
先
の
員
査
審

　

。
す
で
り
お
と
の
次
は

評
講
の
号
月
８
た
け
た
報
広

　市
田
竹

　

る
あ
ん
さ
く
た
も
真
写
い
良
、
い
ら
づ

あ
に
紙
表
で
ん
な
、
紙
表
に
特
（
。
が

）
い
な
ら
か
分
か
の
る

レ
（
、
に
の
る
い
て
れ
さ
材
取
く
よ
・

。
る
け
欠
に
ト
ク
パ
ン
イ
、
に
め
た
い

。
い
し
ほ
が
夫
工
る
せ
ま
読・

32

て
せ
さ
実
充
を
容
内
成
構
、
て
し
か
生

の
め
た
う
ら
も
で
ん
読
に
所
各
。
る
い

】
員
査
審
【

お
ぢ
た
す
（
訓
康
内
竹

ZERO

）

）
長
部
宣
大

　社
会
式
株
（
信
清
辺
池

）
長
課
聴
広
報
広
県
分
大
（
史
健
原
平

は
方
り
あ
の
」
紙
報
広
「
の
後
今
■

講
査
審
も
ん
さ
な
み
の
民
市
る
あ
で
者
読

　

、
ト
ウ
ア
イ
レ
は
」
た
け
た
報
広
「、
在
現

　

が
者
当
担
員
職
市
、
ど
な
真
写
、
ン
イ
ザ
デ

読
？
報
市
「
に
前
年
２
。
す
ま
い
て
け
掛
手

、
ら
か
時
た
し
に
耳
を
声
う
い
と
」
あ
な
ん
ま

の
ら
か
政
行
（」
報
広
せ
ら
知
お
「
の
来
従

す
脱
を
）
の
も
た
し
載
掲
を
け
だ
せ
ら
知
お

を
り
く
づ
面
紙
の
」
型
信
発
報
情
「、
く
べ

。
す
で
り
も
つ
た
き
て
け
掛
心

機
の
こ
を
ど
な
想
感
ご
、
見
意
ご
の
報
市

　

）
号
次
下
以
（。
い
さ
だ
く
せ
か
聞
お
に
会

E
-
m
a
i
l
:
t
a
k
e
t
a
@
c
i
t
y.
t
a
k
e
t
a
.
l
g
.
j
p

↑特選を受賞した佐伯市の「市報さいき  12/1号」
（http://www.city.saiki.oita.jp/）

←
コンクールに応募した平成22年８月号
（http://www.city.taketa.oita.jp/）
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竹
田
市
で
は
、
高
齢
者
が
自
治
会

公
民
館
な
ど
自
宅
か
ら
歩
い
て
行
け

る
身
近
な
場
所
に
集
い
、
介
護
予
防

活
動
を
行
う
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ

ン
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
お

し
ゃ
ベ
り
サ
ロ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

★
荻
地
域
桜
町
東
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　
桜
町
東
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
は
平

成
21
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。
会

員
数
17
名
で
最
高
年
齢
は
97
歳
で

す
。
こ
の
サ
ロ
ン
の
特
徴
は
２
人
の

民
生
委
員
さ
ん
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
毎
回

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
持
参
の
電
子
ピ
ア

ノ
の
歌
で
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
大
き
な
声
で
童

謡
や
民
謡
を
歌
い
ま
す
。
ま
た
手
芸

や
手
遊
び
の
ゲ
ー
ム
な
ど
も
サ
ポ
ー

タ
ー
さ
ん
が
企
画
し
て
く
れ
、
参
加

者
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
桜
町
東
自
治
会
は
荻
地
域
で
一
番

大
き
な
自
治
会
で
、
市
・
県
営
住
宅

が
あ
り
、
若
者
が
多
く
、
隣
近
所
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
に
く

く
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
民
生
委
員
さ
ん
か
ら

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
介
護

予
防
に
気
軽
に
寄
れ
る
サ
ロ
ン
を
作

り
た
い
と
話
が
あ
り
、
自
治
会
の
協

力
を
得
て
発
会
し
ま
し
た
。

　
サ
ロ
ン
が
で
き
て
一
番
変
わ
っ
た

こ
と
は
自
治
会
が
公
民
館
の
改
造
を

し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
サ
ロ
ン
を

開
催
す
る
の
に
高
齢
者
が
不
便
を
感

じ
て
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
自
治
会
の

役
員
会
で
改
造
を
決
定
し
て
く
れ
ま

し
た
。
畳
か
ら
フ
ロ
ア
ー
に
変
わ
り
、

高
齢
者
が
座
り
や
す
い
よ
う
に
椅
子

も
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
ト
イ
レ
も
洋

式
に
改
造
さ
れ
、
公
民
館
に
新
し
く

ス
ロ
ー
プ
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
自
治
会
長
さ
ん
が
大
工
さ

ん
で
、
た
ま
た
ま
自
治
会
内
に
他
に

も
大
工
さ
ん
が
い
た
の
で
応
援
を
求

め
、
建
築
し
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で

す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
喜
ば
な
い

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
礼
に
サ
ロ

ン
で
自
治
会
の
役
員
さ
ん
を
お
招
き

し
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
桜
町
東
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
は
自

治
会
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
支
援
に
守

ら
れ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎63-4810
荻支所いきいき市民課  ☎68-2211
久住支所いきいき市民課  ☎76-1111
直入支所いきいき市民課  ☎75-2142

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

今
月
の〔

食
育
〕レ
シ
ピ

高菜の白和え【作り方】
１．豆腐は半日重しをするか、レンジで加熱し

て水切りする。
２．高菜は軟らかい部分を塩ゆでし、水にとっ

て冷まし、３cm 長さに切る。
３．ひじきは戻す。人参とこんにゃくは３cm

長さの短冊に切る。
４．鍋にサラダ油を熱し、２の材料を炒め、だ

し汁と調味料で煮含める。
５．ゴマは香ばしく炒ってすり鉢で摺り、１の

豆腐も入れてさらによく摺り、砂糖、塩を混
ぜ合わせて味を調え、材料を和える。

〝
歩
い
て
行
け
る
場
所
に
集
い
の
場
を
〟

平成23年度　新規サロンを募集します
対象者：１サロン65歳以上。５人以上で申請ください。
運営費：登録人数×活動回数×100円を助成。
内　容：おおむね月1回以上（上限年24回）活動くだ

さい。内容・時間などは各サロンで話し合っ
て決めてください。

申　請：健康増進課・荻いきいき市民課・久住いきい
き市民課に用紙を準備しています。3月11日
㈮までに申請ください。

　　　　※直入地域は社会福祉協議会直入支所にご相
談ください。

〈今月の食材〉高菜

〈材料〉４人分　　　　　　
高菜（生）　　　２００ｇ　
ひじき（乾燥）　　１０ｇ
人参　　　　　　４０ｇ　
こんにゃく　　　６０ｇ　
サラダ油　　　小さじ１

だし汁　　　１００cc
みりん　　　大さじ１
薄口醤油　　大さじ１
木綿豆腐　　１丁
白ゴマ　　　大さじ１
砂糖　　　　大さじ１
塩　　　　　小さじ1/2

　カラシナの変種で中国から入ってきたと云われていま
す。西日本一帯で広く栽培され、阿蘇高菜や三池高菜と並
んで有名なのが久住高菜です。秋に種を植えて、冬の寒い
５ヶ月間畑の中でじっくりと成長し、暖かくなった３月末、
新芽を丁寧に手折りする姿は春の風物詩です。厳寒の高冷
地久住だからこそのピリッとした辛味と独特な風味が特徴
です。生で食べると緑黄色野菜同様、カロテンやカルシウ
ムなどを多く含んでいます。高菜漬けは、乳酸発酵して乳
酸菌が豊富。また漬物にすることでわさびと同じ辛味成分
が強くなり、食欲を増進させたり、殺菌作用がありますが、
おいしいといって食べ過ぎると、胃をやられたり、塩分の
とり過ぎになるので注意が必要です。 

↑荻地域桜町東おしゃべりサロンのみなさん
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都
野
保
育
所

　
こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
り
築
か
れ

た
、
伝
統
あ
る
都
野
保
育
所
で
あ
り

ま
し
た
が
、
平
成
22
年
４
月
竹
田
市

よ
り
指
定
管
理
を
、
社
会
福
祉
法
人 

愛
の
園
福
祉
会
が
引
き
受
け
、
公
設

民
営
の
都
野
保
育
所
と
し
て
、
新
た

に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
案
内
の
よ
う
に
今
日
で
は
、
核

家
族
化
と
と
も
に
地
域
の
子
育
て
力

が
低
下
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
さ

ら
に
超
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

運
営
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
児
童
福
祉
施
設
と
し

て
保
育
、
子
育
て
な
ど
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
更
な
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
図
る
べ
く
保
育
、
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
幼
児
期
の
養
育
は
極
め
て
大
切

で
す
」
子
ど
も
を
心
豊
か
に
た
く
ま

し
く
育
て
る
と
と
も
に
、
幼
児
期
に

無
限
の
可
能
性
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ

と
が
肝
要
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
生

活
環
境
の
〝
森
の
ほ
い
く
え
ん
〟
で

す
。
色
ん
な
行
事
を
重
ね
な
が
ら
、

「
心
身
と
も
に
鍛
え
る
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、
園
外
活
動
と
し
て
体
験
保
育
や

か
け
っ
こ
な
ど
遊
び
を
通
じ
て
体
と

感
性
を
育
て
る
こ
と
へ
の
挑
戦
も
試

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
年
度
か
ら
は
特
色
保
育

と
し
て
、
日
常
生
活
や
遊
び
を
通
じ

て
自
然
に
英
語
が
吸
収
さ
れ
る
ラ
ボ

や
、
給
食
の
食
材
と
な
る
野
菜
に
興

味
を
も
た
せ
る
た
め
の
食
育
な
ど
を
、

前
面
に
出
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え

て
い
ま
す
。

　
初
年
度
は
、
思
う
よ
う
な
成
果
を

達
成
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
も
あ
り

ま
す
が
、
幸
い
保
護
者
の
皆
様
や
地

域
の
方
々
及
び
竹
田
市
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、
夕
涼
み
会
や

運
動
会
、
発
表
会
な
ど
数
々
の
園
行

事
も
、
と
ど
こ
お
り
な
く
終
わ
り
、

３
月
に
は
め
で
た
く
第
１
回
卒
園
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

　
若
く
て
こ
じ
ん
ま
り
し
た
比
較
的

小
規
模
な
保
育
所
で
す
が
、
皆
さ
ん

か
ら
都
野
保
育
所
へ
行
っ
て
み
た
い

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
今
後

と
も
「
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け

る
よ
う
な
、
楽
し
い
姿
が
目
に
浮
か

ぶ
」
保
育
所
を
目
指
し
て
、
職
員
一

同
よ
り
一
層
精
進
し
、
保
育
の
質
の

維
持
向
上
に
努
め
た
い
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。　
（
所
長　
甲
斐　
美
紀
）

「
は
じ
け
る
よ
う
な
笑
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
」
を
育
て
た
い

↑第１回夕涼み会（オープニング）

　

長
湯
温
泉
の
北
方
２・５
㎞
の

社
家
地
区
に
、
景
行
天
皇
西
征
の

時
熊く
ま

襲そ

（
土つ

ち

蜘ぐ

蛛も

）
討
滅
の
祈
願

を
し
た
と
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て

い
る
籾
山
神
社
が
あ
る
。

　
こ
の
神
社
の
正
面
鳥
居
の
両
脇

に
樹
高
35
ｍ
、
幹
囲
約
５
ｍ
余
、

樹
齢
４
０
０
年
と
推
定
さ
れ
る
杉

の
老
樹
が
あ
る
。
苔
む
し
た
石
段

を
昇
る
と
そ
の
両
側
に
も
こ
の

杉
と
同
じ
位
の
巨
木
が
８
本
（
町

指
定
天
然
記
念
物
）
う
っ
そ
う
と

茂
っ
て
い
る
。

　
そ
の
参
道
の
中
程
に
一
際
目
立

つ
大
ケ
ヤ
キ
（
県
指
定
）
が
あ
る
。

こ
の
ケ
ヤ
キ
は
籾
山
神
社
の
御
神

木
で
あ
る
。
根
元
か
ら
約
１
ｍ
の

処
に
縦
２
ｍ
横
４
ｍ
厚
さ
１
ｍ
の

大
き
な
コ
ブ
が
あ
り
、
コ
ブ
上
の

幹
囲
８・
６
ｍ
、
根
張
四
方
８
ｍ

余
の
巨
木
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ヤ
キ

に
は
木
全
体
に
大
小
無
数
の
コ
ブ

が
あ
り
、
枝
分
か
れ
の
各
処
に
は

ス
ギ
、
グ
ミ
、
サ
カ
キ
、
イ
チ
ョ

ウ
な
ど
の
木
々
が
寄
生
し
て
お
り

樹
齢
８
０
０
年
か
ら
１
０
０
０
年

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
国
指
定
の

巨
木
は
合
わ
せ
て
23
件
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
は

全
国
的
な
レ
ベ
ル
に
達
す
る
巨
木

で
九
州
地
区
第
３
位
に
位
す
る
。

　
ま
た
神
門
を
く
ぐ
り
境
内
の
右

端
に
根
際
か
ら
二
又
に
分
か
れ

た
推
定
４
０
０
年
と
い
わ
れ
る
大

ケ
ヤ
キ
が
あ
る
。
幹
囲
５・５
ｍ
、

枝
張
り
東
西
38
ｍ
南
北
20
ｍ
樹
高

36
ｍ
の
巨
木
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
巨
木
の
他
に
こ
の
神

社
の
社
屋
を
囲
ん
で
百
年
二
百
年

を
経
た
杉
が
立
ち
並
び
、
こ
の
神

社
が
由
緒
あ
る
神
社
と
し
て
崇
敬

さ
れ
た
面
目
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
老
木
巨
木
は
樹
勢
も

よ
く
、
な
つ
か
し
い
温
も
り
の
響

き
を
も
つ
「
鎮
守
の
杜
」
を
成
し

て
お
り
末
永
く
後
世
に
遺
さ
ね
ば

な
ら
な
い
大
事
な
遺
産
で
あ
る
。

（
清
水　
誠
一
）

参
考：「
ふ
る
さ
と
の
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
」（
直
入
町
教
育
委
員
会
編
）

鎮
ちん

守
じゅ

の杜
もり

　籾
もみ

山
やま

神社

66

↑籾山神社の大ケヤキ

↑クッキング（ホットケーキづくり）

↑高齢者との交流会（踊り披露）

※まるごと博物館 2 月号『羽原又吉』の内容は「久住町誌」を参考に書かれております。先月号に『訂正』
を掲載しましたが、執筆者ほか関係者にご迷惑をおかけしましたことをおわび致します。（広報係）
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竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

去
る
者
は

　

日
々
に
疎
し
と　

い
わ
れ
ど
も

　
　

忘
る
る
間
ぞ
な
き　

荒
城
の
月

　
稚
拙
な
歌
で
恥
じ
入
る
が
、
転
勤

で
竹
田
を
離
れ
て
11
年
に
な
る
今
の
、

偽
ら
ざ
る
思
い
だ
。

　
竹
田
市
と
旧
直
入
郡
、
旧
大
野
郡

の
朝
地
町
を
取
材
エ
リ
ア
と
す
る
大

分
合
同
新
聞
の
竹
田
支
局
に
赴
任
し

た
の
は
１
９
９
５
年
４
月
。
入
社
５

年
目
、
27
歳
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の

４
年
間
は
警
察
担
当
記
者
で
、
事
件

事
故
以
外
の
取
材
経
験
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。

　
竹
田
で
は
行
政
や
選
挙
、
農
林
業
、

観
光
、
文
化
、
教
育
、
町
づ
く
り
と
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
取
材
を
経
験
し
、

人
情
に
も
ふ
れ
た
。
地
域
を
見
つ
め

る
ロ
ー
カ
ル
紙
の
記
者
と
し
て
の
原

点
は
、
竹
田
で
の
５
年
間
に
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
本
社
文
化
科
学
部
で
デ
ス

ク
業
務
の
傍
ら
、
夕
刊
で
月
２
回
、

「
自
産
自
消
」と
い
う
連
載
記
事
を
書

い
て
い
る
。
自
分
で
野
菜
を
育
て
、

料
理
し
て
食
べ
る
喜
び
を
読
者
に
伝

え
よ
う
と
２
年
前
に
始
め
た
。
そ
こ

に
は
さ
ら
に
、
野
菜
の
旬
や
野
菜
本

来
の
う
ま
さ
、
食
の
安
全
の
コ
ス
ト
、

隣
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
ー
な
ど
を
伝
え
た
い
と

い
う
願
い
も
込
め
て
い
る
。
こ
の
連

載
の
き
っ
か
け
も
、
竹
田
で
の
暮
ら

し
だ
。

　
支
局
在
任
中
の
夏
の
あ
る
日
、
市

が
入
田
に
開
設
し
た
貸
農
園
に
空
い

た
区
画
が
あ
る
と
聞
き
、
仲
が
よ

か
っ
た
市
の
職
員
と
一
緒
に「
借
り

よ
う
」と
い
う
話
に
な
っ
た
。
１
区

画
３
坪
ほ
ど
の
菜
園
で
、
当
時
、
自

分
で
打
つ
手
打
ち
そ
ば
が
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り

手
を
掛
け
な
い
で
も
育
ち
そ
う
な
ソ

バ
を
植
え
る
こ
と
に
し
た
。

　
８
月
下
旬
に
種
を
ま
い
て
、
案
の

定
、
植
え
っ
ぱ
な
し
。
そ
れ
で
も
11

月
の
初
霜
が
降
り
る
前
に
は
、
何
と

か
収
穫
で
き
た
。
聞
け
ば
、
貸
農
園

を
管
理
し
て
い
る
地
元
の
お
っ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
、
あ
ま
り
の
荒
れ
よ
う
を

見
か
ね
て
、
手
入
れ
を
し
て
く
れ
て

い
た
そ
う
だ
。

　
脱
粒
し
た
ソ
バ
の
実
は
一
升
瓶
１

本
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
相
方
が
九

重
野
で
石
臼
を
使
わ
せ
て
く
れ
る
農

家
を
見
つ
け
た
の
で
、
２
人
で
押
し

掛
け
て
製
粉
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
そ
の
年
の
大
み
そ
か
。
山
芋
と
小

麦
粉
を
つ
な
ぎ
に
し
て
、
我
流
で
初

め
て
、
相
方
と
そ
ば
を
打
っ
た
。
厚

く
て
ブ
ツ
ブ
ツ
切
れ
た
け
ど
、
粉
を

挽
い
て
間
も
な
い
、
ゆ
で
た
て
の
そ

ば
は
香
り
が
よ
か
っ
た
。
添
加
物
一

切
な
し
と
い
う
の
も
う
れ
し
か
っ
た
。

こ
の
体
験
が
、
素
材
か
ら
自
分
で
作

る
食
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
自
産
自
消
の
舞
台
は
、
両
親
が
亡

く
な
っ
て
普
段
は
空
き
家
に
な
っ
て

い
る
大
分
市
松
岡
の
実
家
の
菜
園
。

農
家
の
せ
が
れ
だ
が
過
去
に
農
業
経

験
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
本
や
ネ
ッ
ト
、

園
芸
店
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、

さ
ら
に
家
の
前
を
通
り
掛
か
る
近
所

の
お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

を
呼
び
止
め
て
教
え
を
請
い
な
が
ら
、

悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。

　
昨
年
秋
、
ゴ
マ
を
収
穫
し
て
脱
粒

し
た
後
に
選
別
に
困
っ
た
と
い
う
話

を
記
事
に
し
た
ら
、「
あ
ん
た〝
ど
ん
〟

な
な
あ
。
こ
れ
こ
れ
、
こ
う
す
る
ん

よ
」と
職
場
に
読
者
か
ら
電
話
が
か

か
っ
た
。
米
納
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

だ
っ
た
。
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
日
に

は
、
中
角
の
お
っ
ち
ゃ
ん
が
、
ど
ぶ

ろ
く
を
手
土
産
に
訪
ね
て
き
た
。

　
一
昨
年
、
荻
の
お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら

習
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
の
レ
シ
ピ
は
、

取
れ
た
こ
ん
に
ゃ
く
芋
が
小
さ
過
ぎ

て
ま
だ
実
践
で
き
て
い
な
い
が
、
大
事

に
引
き
出
し
の
中
に
し
ま
っ
て
い
る
。

　
竹
田
と
は
今
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。
そ
し
て
、
竹
田
に
い
た

時
に
お
世
話
に
な
っ
た
分
も
含
め
て
、

恩
返
し
を
し
た
い
と
も
思
う
。
竹
田

の
人
た
ち
は
、
市
出
身
者
や
市
で
暮

ら
し
た
こ
と
が
あ
る
人
た
ち
に
、
も

う
ち
ょ
っ
と
頼
み
事
を
し
て
み
て
も
、

ば
ち
は
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
同
じ
思
い
の「
竹
田
思
民
」

は
多
い
は
ず
だ
。

　
追
伸　
竹
田
で
生
ま
れ
た
娘
は
今

春
、
中
学
２
年
生
に
な
る
。

　
「
原
点  

竹
田
」

田
た

﨑
さき

　啓
けい

三
ぞう

略　歴
1968年　大分市生まれ　大分鶴崎高校、大分大学経済学部卒
1991年　大分合同新聞入社　社会部に配属
1995年　竹田支局長
2000年　経済部
2006年　日田支社長
2009年～文化科学部次長
竹田市に出先機関がある官庁や民間企業の竹田駐在員が1997
年に結成した竹田の応援団「竹田ふるさとシンフォニック俱
楽部」の設立メンバー。現在も当時の仲間と定期的に集まっ
て旧交を温めつつ、竹田の魅力を周囲にＰＲしている

題字・草刈樵峰　絵・大嶋英子

↑無農薬の野菜づくりに奮闘中の田崎記
者。週末菜園生活「自産自消」は、月
２回大分合同新聞夕刊で好評連載中
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２　

 　
　

岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

３　
　
　

過
疎
か
ら
の
脱
却

　
　
　
　

・
平
成
22
年
国
勢
調
査
・
竹
田
市
の
人
口
速
報

　
　
　
　

・
農
村
回
帰
の
推
進

　
　
　
　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
〔
入
田
分
館
〕

　
　
　
　
　

好
事
例
「
城
下
町
村
上  

行
政
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
」

８　
　
　

４
月
か
ら
行
政
組
織
が
一
部
変
更
へ
／
竹
田
雑
感
（
永
井

友
梨
）

９　
　
　

直
入
荘
の
存
続
を
問
う
有
識
者
会
議

10　
　
　

大
分
県
知
事
選
挙
・
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
の
お
し
ら
せ

12　
　
　

市
長
コ
ラ
ム
20
『
有
由
有
縁
』

　
【
別
冊 

た
け
た
ん
情
報
】　

竹
田
市
の
こ
よ
み

13　
　
　

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｎ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

今
月
の
ひ
と
（
引
田
裕
一
）

14
～
22　

ま
ち
の
話
題
／
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
２
／
竹
田
市
特
定
家
畜
伝

染
病
総
合
対
策
本
部
設
置
／
知
産
知
消
の
す
す
め
／
シ

リ
ー
ズ
ほ
ろ
に
が
／
国
際
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ポ
プ
リ
／
保
健

だ
よ
り
／
食
育
レ
シ
ピ
／
ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
学

び
舎
（
都
野
保
育
所
）
／
ま
る
ご
と
博
物
館
／
ふ
る
さ
と

風
韻
（
田
崎
啓
三
）
／
図
書
館
情
報
／
誕
生
お
め
で
と
う

／
プ
ク
サ
ン

23　
　
　

竹
田
が
生
ん
だ
明
治
の
南
画
家　

田
能
村
直
入

24　
　
　

 

郷
土
の
植
物
／
す
く
す
く
１
歳
／
ア
ッ
パ
レ
１
０
０
歳

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
３月の
お知らせ

３月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

※カレンダー中の白抜きの日が
休館日です。

※臨時休館のお知らせ
　3 月 7 日㈪～ 14 日㈪まで蔵書

点検のためお休みとなります。

日時　３月９日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊ご案内
〔一般の本〕
・漂砂のうたう　　　　　　　　　　　　木　内　　　昇
・ガラシャ　　　　　　　　　　　　　　宮　木　あや子
・５万年前　　　　　　　　　　　　　　ニコラズ・ウェイド
・おいしい人間　　　　　　　　　　　　高　峰　秀　子
・確定申告なら必ず得する青色申告　　　宮　原　裕　一
・名画で読み解くブルボン王朝12の物語　中　野　京　子
・日本語語感の辞典　　　　　　　　　　中　村　　　明
〔子どもの本〕
・パーシージャクソンとオリンポスの日々　外伝　 リックリオーダン
・チェブラーシカ　−サーカスがやってきた−　湯　山　洋　子
・レターズ　　　　　　　　　　　　　　工　藤　ノリコ
・王国の鍵５　記憶を盗む金曜日　　　　ガ ー ス ニ ク ス
・怪盗クィーンに月の砂漠を　　　　　　はやみねかおる

ほか20冊ほど購入しました。

日時　３月16日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

おはなしルーム

「司書おすすめの一冊」

「二度寝で番茶」
木皿　泉（双葉社）

　夫婦で共同執筆している脚本
家木皿泉「大福」「かっぱ」のコ
ンビによる初エッセイ。家族、
愛、自由、幸せ、笑い、創作な
どを語り合った一冊です。木皿
ドラマの魅力が明らかになるの
では･･･。

「ソックモンキーのおくりもの」
秋山　花（講談社）

　かかとの赤い使い古しの靴下
で作ったさるのお人形“ソックモ
ンキー ”。愛する人への心を込
めた贈り物として多くの人愛さ
れ、新しい物語が生まれました。
　ステキなイラストにあたたか
いお話です。

日時　３月22日㈫
　　　10:00～
場所　荻福祉健康エリア

荻★わいわい広場

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや
※8日㈫はお休みです。

おはなしのへや

今
月
の
読
み
聞
か
せ

誕
生
お
め
で
と
う

１
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

人口の
うごき

（前月比） 　
人　口　  25,232 人（－  35 人）
　男性　  11,730 人（－ 28 人）
　女性　  13,502 人（－    7 人）

（前月比）　　
世帯数　10,551 世帯（ー  7 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成23年１月31日現在）

も　
く　
じ　
　
◇
◇　
　
　
　
　
３
月
号
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「
画
聖
」
田
能
村
竹
田
の
高
弟

田た

能の

村む
ら

直ち
ょ
く

入に
ゅ
う

　
田た

能の

村む
ら

直ち
ょ
く

入に
ゅ
う

（
１
８
１
４
～
１
９
０
７
）

は
岡
藩
城
下
町
竹
田
の
寺
町
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
直
入
は
幼
少
か
ら
画
技
に
秀

で
、
10
代
か
ら
同
郷
の
南
画
家
田た

能の

村む
ら

竹ち
く

田で
ん
（
１
７
７
７
～
１
８
３
５
）
に
師
事
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
直
入
は
天
保
10
年

（
１
８
３
９
）
に
大
坂
に
出
て
、
幕
末
の
堺・

大
坂
を
代
表
す
る
南
画
家
の
一
人
と
し
て

名
を
な
し
ま
す
。

　

ま
た
、
篠し
の

崎ざ
き

小し
ょ
う

竹ち
く
（
１
７
８
１
～

１
８
５
１
）・
広ひ
ろ

瀬せ

旭き
ょ
く

荘そ
う
（
１
８
０
７
～

１
８
６
３
）
と
い
っ
た
著
名
な
文
人
た
ち

や
大
名
家
と
交
流
を
深
め
、
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）
に
は
大
坂
で
大
規
模
な
煎
茶

会
を
開
催
す
る
な
ど
南
画
家
の
枠
に
留
ま

ら
な
い
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

直
入
は
明
治
維
新
後
に
京
都
に
移
り
住

み
、
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
に
は
近
代

的
な
美
術
教
育
機
関
と
し
て
画
学
校
の
設

立
を
京
都
府
知
事
に
建
言
し
、
明
治
13
年

（
１
８
８
０
）
に
京
都
府
画
学
校
（
現
＝
京

都
市
立
芸
術
大
学
）
が
設
立
さ
れ
る
と
初

代
摂
理
（
校
長
）
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
田
能
村
直
入
は
幕
末
期
か

ら
明
治
時
代
に
か
け
て
郷
土
出
身
の
す
ぐ

れ
た
南
画
家
と
い
う
だ
け
で
な
く
西
日
本

を
舞
台
に
活
躍
し
た
文
人
で
も
あ
り
ま
し

た
。

←直入生誕の地
田能村直入は文化 11 年（1814）、竹
田の寺町に生まれました。現在生誕地

（大分銀行裏・竹田市寺町）にはこの
ように記念碑が建てられています。

↑ 『蘭亭曲水図及記』（竹田市立歴史資料館蔵）
　明治５年（1872）、直入59歳の時の作品です。
中国南北朝期の東晋の王義之が永和９年（353）に
開催した曲水の宴に取材したものです。
　なお、曲水の宴は日本にも伝わり、３月３日に
行われる年中行事となりました。

→
田能村直入

絵入書簡
 （竹田市立歴史

資料館蔵）

遅れてゴメン。きのこの絵でお許しを!?
　清水という人に対して田能村直入が、依頼されていた秋景山水
図に今取りかかっているので、また連絡しますと釈明しているも
のです。手紙の中央にはお詫びとしてきのこの絵が描かれていま
す。この清水という人は文面から、直入のパトロン的な存在であっ
たと推測されます。

→
田能村直入

絵入書簡
 （竹田市立歴史

資料館蔵）

田
能
村
直
入

　
　

絵
入
書
簡
翻
刻

　
（
本
文
）

　

拝
啓
先
日

　

御
注
文
被
下

　

候
秋
景
山
水

　

半
切
誠
ニ

　

延
引
の
処

　

則
今
仕
候
、
追

　

附
申
上
候絵

　

尚
此
度
ハ

　

珍
品
沢
山

　

被
下
難
有

　

御
礼
申
上
候

　

九
月
十
一
日

　
　
　
　
　

直
入

　

清
水
様

　
　
　

御
中

竹田市立歴史資料館常設展

田能村直入展
2/26㈯～ 4/28㈭

　史料館蔵品を中心に直入の画業を紹介する
「田能村直入展」を開催しています。ぜひ一度
ご来館ください。

〔開館時間〕　9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕　月曜日　祝日の翌日

　　　　　  （月曜日が祝日の場合は開館）
●お問い合せ
 　竹田市立歴史資料館　☎63-1923

23 2011年３月発行

竹田が生んだ明治の南画家
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／
竹
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役
所
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ail  taketa@city.taketa.lg.jp
■

編
集

／
総

務
課

秘
書

広
報

係
　

〒
878-8555  大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650　

☎
63-1043　

■
印

刷
／

い
づ

み
印

刷
こ

の
広

報
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

　

丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

の
日
当
た
り
の
い
い
道

沿
い
や
ス
ス
キ
草
原
な
ど
に
生
育

す
る
春
は
高
さ
15
㌢
、
秋
は
30
㌢

ほ
ど
に
な
る
季
節
に
よ
り
草く
さ

丈た
け

が

違
う
多
年
草
で
す
。

　

若
い
根こ
ん

生せ
い

葉よ
う

は
ま
だ
卵ら
ん

形け
い

で
斜し
ゃ

上じ
ょ
う

し
て
い
ま
す
。
葉
の
裏り

面め
ん

の
白

い
ク
モ
毛
が
目
立
ち
ま
す
。
成
長

し
た
葉
は
タ
ン
ポ
ポ
に
似
て
羽う

状じ
ょ
う

に
裂さ

け
、
長
さ
15
㌢
、
幅
が
６
㌢

ほ
ど
で
根
元
か
ら
放ほ
う

射し
ゃ

状じ
ょ
う

に
広
が

り
ま
す
。

　

春
の
頃
、
15
㌢
ほ
ど
の
花か

茎け
い

を

立
て
、
頂
い
た
だ
き

に
内
側
は
白
、
外
側

は
紫
赤
色
の
径
１
・
５
㌢
ほ
ど
の

頭と
う

花か

（
複ふ
く

数す
う

の
花
が
集
ま
っ
て
一

つ
の
花
に
見
え
る
も
の
）
を
１
個

だ
け
可か

憐れ
ん

に
咲
か
せ
ま
す
。
そ
し

て
秋
に
も
う
一
度
花
茎
を
30
㌢
以

上
に
も
伸
ば
し
筒と
う

状じ
ょ
う

花か

の
み
が
集

ま
っ
た
、
つ
ぼ
み
（
図
参
照
）
に

見
え
る
長
さ
１
・
５
㌢
ほ
ど
の
閉へ
い

鎖さ

花か

（
自
花
受
粉
す
る
花
）
を
咲

か
せ
ま
す
。
こ
れ
が
結
実
し
淡た
ん

褐か
っ

色し
ょ
く

の
冠か
ん

毛も
う

を
つ
け
た
、
ま
る
で
毛け

槍や
り

の
よ
う
な
円
形
状
の
種
子
を
つ

け
ま
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す
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り
ま
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ん
。
花
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は
４
月
と
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月
で
す
。

郷土の植物 （265）

阿孫　久見
第72回

センボンヤリ（キク科）

図：閉鎖花
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１
月
27
日
に
阿
南
明
さ
ん（
井
手
の
上
）

が
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

農
林
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、
市
議
を
３
期

務
め
、
議
長
も
経
験
さ
れ
ま
し
た
。
長
生

き
の
秘
訣
は
「
家
庭
円
満
」
と
話
す
阿
南

さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
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２
月
10
日
に
甲
斐
ヒ
デ
コ
さ
ん
（
一
本

木
）
が
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま

し
た
。
長
年
、
農
業
に
従
事
。
今
も
縫
い

物
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。
長
生
き
の
秘
訣

は
「
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
」
と
話
す
甲

斐
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

「散
ちり

　椿
つばき

」
行く春の虚しさを読み取
るため。掌に咲かせよう、
真紅の花を。
撮影・デザイン／竹 蔵　TAKEGURA
モデル・衣装協力／夕梨花

平成22年３月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平成23年４月に1歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！

問秘書広報係　☎６３-１０４３

キ 

リ 

ト 

リ 

セ 

ン

国指定史跡岡城跡

家族無料観覧券
この券を切取り、登城時に提出して
ください。１枚につき、１家族が
１回に限り無料で観覧できます。

有効期限 平成23年3月26日㈯～4月10日㈰
竹田市教育委員会文化財課
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本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 2011 3
くじゅうサンホール自主事業

宮谷理香ピアノリサイタル
〔第13回ショパン国際ピアノ

コンクール５位入賞者〕
　
日　時　3月20日㈰
　　　　13:30開場  14:00開演
場　所　久住公民館
　　　　くじゅうサンホール
入場料　全席自由席
　　　　大人1,000円
　　　　小人　500円
　　　　　　　（高校生以下）
●お問い合せ
　久住公民館☎76-0717　竹田市中央公民館☎63-2734

東京大学景観研究室城下町調査研究報告会
日　時　３月26日㈯　13:30 〜
会　場　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
内　容　竹田市が東京大学景観研究室と受託研究により

実施してきた城下町調査研究の報告会。中井祐
教授・大学院生などによる研究成果報告

●お問い合せ　竹田市企画情報課　☎63-4801

“ダムを活かした地域づくり”フォーラム
日　時　  ３月28日㈪　13:30 〜
会　場　  竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
テーマ   　（1）ダムを活かした地域づくり
　　　  　（2）竹田市の防災について
基調講演  演題 「ダムを活かした地域づくり」
　　　　  講師　オフィス計都　代表・松村紅実子
パネルディスカッション

辻野功（別府大学客員教授）、島田晋（大分工業高等
専門学校名誉教授）、松村紅実子（オフィス計都代表）、
首藤勝次（竹田市長）、後藤万壽郎（竹田商工会議所
会頭）、渡辺忠行（稲葉ダム対策協議会会長）　〔敬称略〕

●お問い合せ　竹田市建設課　☎63-4808

国際Cinema in Taketa

映画「ライフ・イズ・ビューティフル」
日　時　３月18日㈮　20:00 〜
場　所　竹田市総合福祉社会センター多目的ホール
入場料　無　料　※６歳から入場可
●お問い合せ　国際交流員クラウディア・カール
　　　　　　　（竹田市商工観光課）☎63-4807

美味しいは幸せ♪　

国際料理教室 「タルト・フラムベー」
（フランス・アルザス地域の料理）

期　　日　３月26日㈯　10:00 〜 15:00
場　　所　竹田市総合福祉社会センター調理室 
材 料 費　1,000円 （見込み）
申込期限　３月10日㈭　※先着10名まで
●お問い合せ　国際交流員クラウディア・カール　
　　　　　　　（竹田市商工観光課）☎63-4807

  天空の山桜公園に誘う！　
　人里離れた桃源郷に山桜が4,000本。山桜を見下ろす
展望所からの眺めは最高です。山桜の魅力をご堪能くだ
さい。旬を五感で楽しむ春の旬旅にどうぞご参加くださ
い。
催 行 日　4月10日㈰　9:30 〜 12:00（9:00より受付）
コ ー ス　レゾネイトクラブくじゅう駐車場〜山桜公園
　　　　　（約20分）
旅行代金　大人　1,000円、
　　　　　小学生500円
　　　　　（弁当、保険料）
募集定員　30名
　現地では久住高原みちく
さ案内人倶楽部がご案内します。
※詳細は竹田市観光ツーリズム協会、またはホームペー

ジをご覧ください。
●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585
　　　　　　　旬旅ＨＰ　http://www.shuntabi.com/

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）
○岡藩城下町雛人形展　　　
　２月４日㈮〜３月10日㈭
　享保雛や大正雛、昭和初期の雛などを展示します。

（市民ギャラリー水琴館　☎63-2200）
○上好五美・阿南英行二人展　　　
　３月16日㈬〜 27日㈰
　日本画・油絵を50点展示。

（阿南英行　☎62-2619）
○写団ちくでん四季展　　　
　３月29日㈫午後 〜４月10日㈰
　竹田市を中心に会員が撮影した四季折々の写真60点
を展示。　　　　　（写団ちくでん　☎63-1464 〔佐藤〕）
　　　
※３月11日㈮〜 13日㈰は展示替えのためお休みします。
※なお、展示内容の詳細は、申込者へ直接お電話ください。

❶
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消　防
春の全国火災予防運動が始まります！ 
　３月１日㈫から７日㈪までの間、春の全国火災予防運動
が実施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時期を迎えるにあたり、
火災予防思想の一層の普及を図ることにより、火災の発生
を防止し、高齢者等を中心とする死者を減少させ、財産の
損失を防ぐことを目的としています。
　火災予防運動の最優先課題として　『守ろう命！ つけよ
う　住宅用火災警報器！』　を掲げて、住宅防火対策に取
り組んでいます！
火災で助かるのは早期発見が決め手！
　消防庁では、平成19年から21年までの3年間における、
住宅用火災警報器の設置による被害減少の効果を分析した
結果、設置されている場合は、設置されていない場合に比
べ、被害状況が概ね半減しており、火災発生時の死亡や損
失の拡大リスクが、減少することが分かりました。住宅用
火災警報器を取り付けることにより、被害を最小限に、く
い止められます！
義　　務 ！
消防法の改正により、すべての住宅に住宅用火災警報器の
取り付けが義務付けられました。罰則規定はありませんが、
住宅防火の基本はあくまで自己責任です！平成23年6月1日
から設置が義務化されますが（新築住宅は平成18年6月1日
から設置されています。）今日、起こるかもしれない火災
から自分自身そして大切なご家族を守るため、住宅用火災
警報器を早急に取り付けましょう。
協力を ！
　皆さんの尊い命を守るべく、竹田市自治会連合会・竹田
市消防団・各婦人防火クラブのご協力の元に、現在、住宅
用火災警報器の早期設置に向け、推進及び調査を行ってい
ますので、ご協力をお願いします。
●お問い合せ　竹田市消防本部警防課予防係　☎63-0119

　　春の全国火災予防運動期間中の行事・防火パレード
【久住】

日　　時　３月１日㈫　10:00 〜 11:00　
集合場所　久住公益社車庫
参加人員　久住保育所幼年消防クラブ
コ ー ス　久住公益社車庫〜久住支所〜久住保育所まで
　　　　　（久住支所にて鼓笛演奏）

【竹田】
日　　時　3月2日㈬　9:50 〜 11:10　
集合場所　竹田市役所前駐車場
参加人員　あさひヶ丘保育園幼年消防クラブ・竹田保育所
　　　　　幼年消防クラブ
コ ー ス　あさひヶ丘:竹田駅前〜古町〜マルショク本町店
　　　　　竹田：市役所〜ニュータウン七里〜竹田保育所

【直入】
日　　時　３月３日㈭　14:00 〜 15:00　
集合場所　御前湯駐車場
参加人員　なおいり保育園幼年消防クラブ
コ ー ス　駐車場〜長湯商店街〜駐車場まで
　　　　　（御前湯駐車場にて鼓笛演奏）
●お問い合せ　竹田市消防本部警防課　☎63-0119

農　業
農業用廃プラスチック回収します
　竹田市とＪＡ大分みどり地域本部は連携して、農業用廃
プラスチックの回収を下記のとおり実施します。
　使用済みのビニールやマルチなどの農業用廃プラスチッ
ク類は、産業廃棄物に位置づけられており、法律で適正な
処理が義務づけられています。
　回収場所へ運搬する場合は、「運搬車両の表示」及び「書

面の備え付け（携帯）」が法律で義務づけられています。備
え付け書類など無い場合は、下記の連絡先まで問い合わせ
ください。また、回収当日は、印鑑が必要になります。
○回収する農業用廃プラスチック類は

ハウスの農業用ビニール、農業用のマルチ資材、ラップ
サイレージ肥料袋（ビニール）、育苗用ポット、農薬の
プラスチック製空容器など

○回収日程
　農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください。

地　　域 日　　　時 場　　　所

久住地域 平成23年3月15日㈫
9:00 〜 15:00

JA大分みどり地域本部
久住野菜集出荷場

直入地域 平成23年3月16日㈬
9:00 〜 15:00

JA大分みどり地域本部
直入野菜集出荷場　

竹田地域 平成23年3月17日㈭
9:00 〜 15:00

JA大分みどり地域本部
竹田中央倉庫前広場（飛田川）

※告知放送で後日またご連絡します。
処理経費はどのくらい？　
　平成22年度は、市とＪＡ大分みどりが処理に係る費用を
半額助成していますので、農家負担は1ｋｇあたり3.5円で
す。廃プラ回収場所にて徴収します。
☆不明な点については、下記にお問い合わせください。
　ＪＡ大分みどり地域本部営農部園芸課　☎63-1224
　竹田市農政課　　　　　　　　　　　　☎63-4805
　久住支所産業建設課　　　　　　　　　☎76-1116
　直入支所産業建設課　　　　　　　　　☎75-2215

建　設
道路清掃作業員を募集します
　竹田市では、竹田地域及び荻地域の市道清掃や維持補修
作業などを行う委託作業員を募集します。
委託条件　普通自動車運転免許証を持ち、健康で作業がで

き65歳位までの方
委託選考　書類及び面接による選考
作業内容　作業トラック運転業務、簡易な道路補修、草刈

り、側溝清掃作業など
募集人員　１名
契約期間　平成23年4月1日から１年間（土日、祝日を除く）
委託金額　月額　166,000円
申込期間　平成23年３月１日㈫〜 11日㈮
＊申込期間中に履歴書を提出してください。
●お問い合せ　竹田市建設課庶務係　☎63-4808

福　祉
手話講習会（上級課程）受講生を募集します
　竹田市では、竹田地域及び荻地域の手話通訳者や手話奉
仕員を目指す方を対象に手話講習会を開催しますので、受
講を希望される方は3月25日㈮までに申込みください。
講習会開催日　《上級課程》＊対象者は基礎課程修了の方　

毎月第１火曜日・第３火曜日（午後７時から
午後９時まで）（全12回）　＊６月頃開講予定

会　　　場　竹田市中央公民館研修室
講　　　師　大分県聴覚障害者協会から派遣
受 講 費 用　受講料は無料ですが、テキスト代等実費がかかります。
申込書提出先　竹田市福祉事務所、各支所いきいき市民課
＊受講申込書は竹田市福祉事務所・各支所  

 

　いきいき市民課に用意しています。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係
　　　　　　　☎63-4811

募　集
第22回豊の国ねんりんピック

「シルバーふれあい短歌・俳句・川柳展」の作品を募集
　平成23年６月29日㈬から５日間、大分市で開催される、
第22回豊の国ねんりんピック「シルバーふれあい短歌・俳
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句・川柳展」の作品を募集します。
募集資格　県内在住の昭和27年4月1日以前に生まれた方
募集部門　短歌、俳句、川柳（川柳のみ課題「歌う」を設

けます）
　　　　　応募点数は、1人につき短歌を1首、俳句・川柳

を2句までとします。（ただし未発表作品に限る）
募集期間　平成23年3月1日㈫〜 31日㈭
　　　　　※当日の消印有効
申込方法　竹田市福祉事務所、各支所いきいき市民課窓口

に備付けの申込書に必要事項を記入のうえ、大
分県社会福祉協議会　長寿いきいきセンター

（大分市大津町2-1‐41）まで送付してください。
　詳細は竹田市福祉事務所福祉係（☎63-4811）、大分県社
会福祉協議会長寿いきいきセンター（☎097-553-1150）ま
でお問い合わせください。

竹田市健康づくり推進協議会委員を公募します
　竹田市では、地域住民に密着した総合的健康づくりを推
進するために、地域や関係機関の代表及び公募委員で構成
された「竹田市健康づくり推進協議会」を設置しています
が、平成23年度は委員の改選の年（任期2年）になります。
広く皆様のご意見を伺うために、若い世代（20代〜 40代）
の公募委員を募集します。お気軽にご応募ください。
公募委員人数等　3 〜 4人程度。性別は問いません。
内　　容　健康づくり推進協議会への出席（年2〜3回程度）
応募締切　健康増進課に3月31日㈭まで電話で応募してく

ださい。
●お問い合せ・お申込み　竹田市健康増進課　☎63-4810

年　金
「出張年金相談」は４月から予約制になります
　平成23年４月から「出張年金相談」におきまして「予約制」
を実施することと致しましたので、ご案内いたします。
　なお、「予約」のお申し込みをされますお客様につきま
しては、大分年金事務所へお問い合わせください。
※ご予約は、相談日の１か月前から前日まで受付けます。
※当日の相談希望の方もこれまでどおり受付けますが相談

の順番が前後することが考えられます。
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所（お客様相談室）

☎097-552-1211

競　売
公用車を売却します
　竹田市公用車１台の売却を行います。下記のとおり説明
会を行いますので、お知らせします。
日　　時　平成23年３月15日㈫　10:00 〜
場　　所　竹田市役所１階会議室２
物　　件　〔日産シーマ〕　排気量4.13㍑　5人乗り　黒
　　　　　〔初年度登録〕　平成12年12月　

　　　　　〔走 行 距 離〕　148,938km
　　　　　〔車検満了日〕　平成23年12月26日
※附属品として、ノーマルタイヤ４本有り（ブリヂストン

竹田店預）。ゴム製チェーン有り。
●お問い合せ　竹田市財政課管財係　☎63-4802

さとうよしみ竹田童謡祭
さとうよしみ合唱団　団員募集
　４月29日（昭和の日）開催の「さとうよしみ竹田童謡祭」
で「犬のおまわりさん」を一緒に歌いませんか。
対　　象　老若男女を問わず、佐藤義美の童謡を歌って楽

しもうと思う方ならどなたでも参加できます。
募集締切　３月10日㈭
練習場所　佐藤義美記念館　（ＪＲ豊後竹田駅から徒歩５分）
練習日時　３月19日、４月２日･16日･23日（計４回）
　　　　　いずれも土曜日 10:00 〜 11:30
●お問い合せ・お申込み　さとうよしみ竹田童謡祭実行委

員会（竹田市中央公民館） ☎0974-63-1044
　　　
うちのわんこ  写真大募集♪
　ご自慢の愛犬の写真を募集します。おもしろ写真、癒し
の写真、何でもＯＫ！応募いただいた写真は、4月29日に
開催される「さとうよしみ竹田童謡祭」会場に展示いたし
ます。
応募要項　写真のサイズ（Ｌ版）…写真の裏に応募者の氏

名、連絡先、犬の名前、性別、年齢、犬種、写
真のタイトルを明記してお送りください。

応募締切　４月９日㈯　※当日消印有効
＊デジタルデータによる応募も可。下記アドレ
スまで送信してください。写真の返却は致しま
せんのでご了承ください。

●お問い合せ・お申込み
〒878-0024　竹田市大字玉来1番地11　竹田市中央公民
館　童謡祭「うちのわんこ」係　☎0974-63-1044

〔Eメールアドレス〕　bunkaikan@city.taketa.lg.jp

「協会けんぽ」からのお知らせ
◇協会けんぽ加入者の皆様へ
平成23年3月分（４月納付）から
大分県の適用事業所の保険料率が変わります
◆保険料率　健康保険……9.57％（現行9.38％）
　　　　　　介護保険……全国一律1.51％（現行1.50％）
◆そ の 他　※健康保険料と介護保険料は労使折半となります。
　　　　　　※40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険

者）は健康保険料率に介護保険料率が加わります。
　　　　　　※任意継続加入者の方は4月分の納付から変わります。
●お問い合せ　全国健康保険協会（協会けんぽ）大分支部
　　　　　　　☎097-514-3077
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地
区月　日 担当

獣医
地域

名 場　　　所 時　間

竹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田

４／8
㈮ 池田

城原

高伏バス停奧 9:15〜  9:25
北部一部詰所前 9:40〜10:00
城原分館前 10:05〜10:20
神川公民館前 10:25〜10:35
北尾鶴公民館前 10:45〜11:00

宮城

古園公民館前 11:15〜11:30
上畑公民館前 11:45〜12:00
山田橋たもと 12:10〜12:20
農協志土知倉庫前 12:30〜12:45
沢組事務所前駐車場 12:55〜13:10

4／11
㈪ 工藤

姥岳

倉木生活改善センター前 9:10〜  9:30
あ祖母学舎 9:40〜  9:50
山の神生活改善センター前 9:55〜10:15
神原健男社 10:25〜10:40
旧６部ポンプ格納庫前 10:55〜11:05

宮砥

瀬の口公民館前 11:15〜11:25
吉丸屋下 11:35〜11:50
農協ピーマン選果場横 12:00〜12:20
百木バス停前 12:30〜12:40
次倉阿南商店前 12:50〜13:05

4／12
㈫ 池田

菅生
菅生農村環境改善センター前 9:10〜  9:40
七つ森古墳駐車場 9:50〜10:00

松本
三迫バス停下の駐車場 10:05〜10:15
渡瀬バス停横 10:30〜10:45
旧松本ライスセンター跡地 10:55〜11:15

入田
農協入田支店倉庫前 11:30〜11:50
入田政所公民館前 12:05〜12:30
長小野ごみステーション横 12:40〜12:50

4／13
㈬ 工藤

松本 下矢倉公会堂下 9:00〜  9:15

玉来

玉来分館前 9:20〜  9:40
玉来東集会所前 9:45〜10:00
綿内児童公園前 10:05〜10:25
渡部石油岩本給油所前 10:35〜10:45
吉田八幡社前 10:55〜11:20
文化会館前 11:30〜11:45

竹田 鬼ヶ城住宅前 11:50〜12:00

4／14
㈭ 池田

明治

むじこ稲荷前 9:10〜  9:25
明治地区多目的集会所前 9:40〜10:00
長慶公民館前 10:10〜10:25
東部第２部消防詰め所前 10:30〜10:40
竹田中学校体育館横 10:50〜11:05

岡本
中村公民館前 11:20〜11:35
おかりや場（のびる園裏） 11:45〜12:15
東部第３部消防詰め所前 12:25〜12:40

4／15
㈮ 工藤

豊岡

上飛田公民館前 9:10〜  9:30
上鹿口公民館前 9:40〜  9:55
鹿口公民館前 10:05〜10:15
竹田消防署グラウンド 10:25〜10:50

岡本 濁渕公民館前 11:00〜11:20
豊岡 竹田市役所税務課前(ATM建物裏) 11:30〜12:00

地
区月　日 担当

獣医
地域

名 場　　　所 時　間

竹　
　
　

田

4／18
㈪ 池田 竹田

片ヶ瀬集会所前 9:00〜  9:15
碧雲寺駐車場 9:35〜  9:50
広瀬神社下 10:00〜10:30
歴史資料館駐車場 10:40〜10:55
上角集会所前 11:05〜11:20
竹田保健所前 11:30〜11:50
佐藤義美記念館下駐車場 11:55〜12:15

荻

4／６
㈬ 阿南

馬場公民館前 9:00〜  9:30
新藤公民館前 9:40〜10:10
政所公民館前 10:20〜10:50
荻（中央）公民館前 11:00〜11:30
恵良原公民館前 11:40〜12:00

４／７
㈭ 阿南

西福寺公民館前 9:20〜  9:50
柏原公民館前 10:00〜10:30
高練木公民館前 10:40〜11:10
荻（中央）公民館前 11:20〜11:50

久　
　
　
　
　
　
　
　

住

４／19
㈫ 後藤

稲葉四ツ辻詰め所前 9:20〜  9:50
旧白丹家畜市場 10:10〜10:40
宮原バス停前 10:50〜11:20
境川生活改善センター前 13:10〜13:30
旧久住家畜市場 13:40〜14:20
建宮生活改善センター前 14:30〜15:10

4／20
㈬ 後藤

四ツ口センター前 9:00〜  9:20
民宿　城山 9:40〜10:10
七里田（旧憩いの家前） 10:20〜10:50
さくら住宅前（旧都野家畜市場） 11:00〜11:45
小倉峠（ハモン・デ・クジュウ前） 13:20〜13:50

直　
　
　
　
　
　
　
　
　

入

4／21
㈭ 中島

上野公民館前 9:30〜  9:50
筒井公民館前 10:00〜10:20
柚柑子東原三差路 10:30〜11:00
桑畑三差路 11:10〜11:40
社家公民館前 13:30〜14:00
神堤消防詰め所前 14:10〜14:30
天満湯前 14:40〜15:10

4／22
㈮ 中島

小津留公民館前 9:30〜10:00
須郷三差路 10:15〜10:40
藤目（下竹田郵便局前） 10:50〜11:10
台（佐藤正商店）前 11:20〜11:50
二又三差路 13:30〜13:50
釘小野（秋岡豊美氏宅前） 14:00〜14:30
馬門橋 14:40〜15:10
沢水中央橋 15:20〜15:30

平成23年度　犬の登録及び狂犬病予防接種日程表

狂犬病予防法により、次のことが義務づけられています。

１．生後91日以上の犬は登録をすること。（一度登録すれば
ＯＫです。登録料は１頭　3,000円）

２．狂犬病予防注射を毎年１回接種すること（注射料金は１
頭3,000円）

３．犬の死亡・転出等があった場合は、環境衛生課又は各支
所へご連絡ください。

連絡先　竹田市環境衛生課　　☎63-4821
　　　　荻町いきいき市民課　☎68-2211（内線133）
　　　　久住いきいき市民課　☎67-1111（内線161）
　　　　直入いきいき市民課　☎75-2211（内線131）
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回　収
古い電話帳の回収・紙資源のリサイクルにご協力を！
　ＮＴＴ西日本では、環境保護の立場から、古い電話帳の
回収を推進しています。新しい電話帳をお届けした際に（4
月中に配達）、古い電話帳を配達員にお渡しください。も
し渡せなかった場合でも、後日回収しますので、ご連絡く
ださい。
　紙資源の再利用にご協力をお願い致します。
●お問い合せ　タウンページセンター　☎0120-506-309

シルバー人材センター
シルバー人材センターで働いてみませんか？
◇シルバー人材センターとは……
・都道府県知事の許可を受けた公益法人です。
・就業や収入の保証はありませんが、各人の希望と能力に

応じた働き方ができます。
・会員の万一の事故に備え、シルバー傷害保険に加入して

います。
◇会員になるためには……
・60歳以上で、健康で働く意欲のある人
・竹田市及び豊後大野市在住の方
◇入会説明会
・毎月第２水曜日　竹田支所会議室　14:00〜（１時間程度）
ご不明な点は、お気軽にお問い合せください。
●お問い合せ　㈳豊肥地域シルバー人材センター竹田支所

〒878-0011　竹田市大字会々 2316番地1
竹田市役所下木分庁舎1階　☎0974-62-3777

市民課
「公的個人認証サービス（電子証明）」の
申請窓口が変更になります
　平成23年4月1日から、e-Taxや電子入札等の、電子申請
届出等に必要な「公的個人認証サービス（電子証明）」の新
規や更新等の申請窓口が、本庁市民課のみとなります。各
支所では、お取扱いできなくなりますのでご注意ください。
※住基カードの申請・受領はこれまでどおり本庁及び支所
でできます。
●お問い合せ　竹田市市民課 ☎63-1111（内線111・112・114）

催　し
第15回てづくり音楽会
日　時　３月26日㈯　13:30 〜 15:30
場　所　竹田商工会議所2階ホール
入場料　無　　料
内　容　女声合唱、琴、マンドリン、二重奏、ピアノソロ、

みんなで歌おうほか
主　催　瀧廉太郎会
●お問い合せ　瀧廉太郎会 ☎63-1823 （堀）

国際交流
青年国際交流事業に参加しませんか
　内閣府では、平成23年度に実施する国際交流事業（「国
際青年育成交流」「日本・中国青年親善交流」「日本・韓国
青年親善交流」「青年社会活動コアリーダー育成プログラ
ム」「世界青年の船」「東南アジア青年の船」）の参加青年
を募集します。
　お問い合わせは、内閣府子ども若者・子育て施策総合推進国
際企画担当（☎03-3581-1181、http://www.cao.go.jp/koryu/）
または大分県私学振興・青少年課（☎097-506-3076）まで

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①支配人1人17万　②介護職員1人13.7 〜 15.7万　③介護
職員2人12.58万　④農業機械販売・修理係1人14.6 〜 18.7
万　⑤ホール・カウンター係1人15 〜 16万　⑥調理師見習
1人15 〜 20万　⑦清掃員1人11.44万　⑧事務員1人12万
⑨事務員1人15 〜 18万　⑩飼育係3人16 〜 25万　⑪測量・
土 木 設 計 技 師1人18 〜 40万　⑫ 給 食 調 理 員3人11.48 〜
11.58万

〔パート求人（時給）〕
⑬ホームヘルパー 1人900 〜 1,300円　⑭パック詰作業員
2人750円　⑮雑務員1人700円　⑯医療事務・医療品販売
員1人700円　⑰パン等製造員1人643 〜 804円　⑱レジ係
1人677円　⑲接客係1人750 〜 803円　⑳接客係1人712円
㉑送迎運転手2人700円　㉒販売員3人900円　㉓介護職員1
人840円　㉔洗い場係1人650 〜 813円

第６回大分県障がい者スポーツ大会出場選手募集
　５月に大分市で開催される『大分県障がい者スポーツ
大会』に出場する選手を募集します。

対 象 者　市内在住で障がいを持ち、平成23年４月１
日現在で10歳以上の方

競　　技　５月14日㈯　ボウリング（身体、知的、精神）
　　　　　５月21日㈯　アーチェリー（身体）
　　　　　５月28日㈯　卓球（身体、知的、精神）
　　　　　５月29日㈰　陸上競技（身体、知的）、
　　　　　　　　　　　 水泳（身体、知的）
　　　　　　　　　　　 フライングディスク
　　　　　　　　　　　　（身体、知的、精神）
※各競技には（　）内の障がいの方が参加できます。

また、開催日が異なる競技には複数参加することがで
きます。

申込方法　福祉事務所または各支所いきいき市民課に備
付けの申込書に必要事項を記入の上うえ提出
してください。ただし、ボウリングとアーチェ
リーの参加申込みについては直接競技団体へ
の提出となります。

提出期限　平成23年４月１日㈮
●お問い合せ　竹田市福祉事務所  福祉係  ☎63-4811



2011年３月発行❽

○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

３月５日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月６日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３月12日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月13日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３月19日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月20日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
３月21日㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３月26日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月27日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

４月２日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

４月３日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

3月  6日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
3月13日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
3月20日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
3月21日㈪ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
3月27日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

竹田の話題がまるごと観られるのは

ＴＣＴだけ !!

◇たけた市民チャンネル特番
・和気藹音コンサート
放 送 日 3月12日、19日、26日、4月2日㈯　17:00 〜

　２月13日㈰に、竹田市文化会館で行われました、竹田市文化
連盟主催「和気藹音コンサート」の模様をお届けします。

・大河　独眼竜政宗　（毎週月曜更新）	
放 送 日 第26回「絶体絶命」（2/28㈪〜 3/6㈰）

第27回「黄金の十字架」（3/7㈪〜 13㈰）
第28回「知恵くらべ」（3/14㈪〜 20㈰）
第29回「左遷」（3/21㈪〜 27㈰）
第30回「伊達者」（3/28㈪〜 4/3㈰）　	

放送時間 月曜・8:00 〜　火曜・15:00 〜　水曜・17:00 〜
木曜・20:00 〜　金曜・9:00 〜　土曜・23:00 〜
日曜・12:00 〜

　ＮＨＫで、87年1月4日から87年12月13日まで放映された「独
眼竜政宗」の放映を開始します。独眼竜と恐れられ、仙台62万
石を一代で築いた伊達政宗の生涯、全50回をお届けします。
※　都合により番組内容が一部変更する場合があります。
●お問い合せ 竹田市ケーブルネットワークセンター ☎76-1415

たけたケーブルテレビ

平成23年度ケーブルネットワーク使用料の減免申請を受付けています
　次のいずれかの減免要件に該当する場合、使用料が半額（600
円）となる減免制度の適用が受けられますので、申請書の提出
をお願いします。減免申請書はケーブルネットワークセンター
及び各支所いきいき市民課にあります。
・80歳以上の方のみで構成される世帯で、世帯全員が市民税非

課税である。
・身体障害の1級・2級の手帳をお持ちの方のいる世帯で、世帯

全員が市民税非課税である。
・精神障害の1級の手帳をお持ちの方のいる世帯で、世帯全員

が市民税非課税である
・療育手帳のＡ判定とされた方のいる世帯で、世帯全員が市民

税非課税である。
平成22年度に使用料の減免の適用を受けた方も、申請が必要です。
●お問い合せ  竹田市ケーブルネットワークセンター ☎63-4832
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